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序

宮崎大学では、国・県その他関係諸機関の御協力を頂きな

がら宮崎学園都市への移転統合を計画して参りましたが、昭

和58年3月に着工した農学部は昨年秋に移転を終り、現在建

設中の工学部は来年、また昭和63年には教育学部が移転して

新しいキャンパスへの統合を完了する予定で作業を進めてい

るところです。

学園都市区域内の埋蔵文化財については、地域振興整備公

団の委託によって調査を実施された宮崎県教育委員会から詳

細な報告書が刊行されており、大学キャンパスについては、

その第2集に記載されています。

その際現況を大きく改変することなく利用するということ

で調査されていなかった農場の一部にガラス室（温室）を建

設するため、宮崎大学として県教育委員会に委託して発掘調

査を実施し、その結果の記録が今回刊行されることとなりま

した。前記の諸報告書を補完するものとして活用されること

を願っております。

この調査を実施するにあたり御協力いたゞいた関係各位に

対し深く謝意を表明します。

昭和60年　6　月　5　日

宮崎大学長　遠　藤　　　尚



例 口

1．本書は、宮崎大学構内遺跡発掘調査として宮崎大学農学部内のガラス室建設に伴い、宮

崎大学が実施した平畑遺跡ⅩⅩⅤ区の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は宮崎大学から依頼をうけ宮崎県教育委員会文化課が昭和59年7月5日～8月

15日、9月25日～10月5日にかけて実施した。

3．調査組織は次の通りである。

調査主体　　宮崎大学

調査　員

調査協力

学　　長　遠　藤　　　尚

事務局長　鮫　島　弘　治

経理部長　松　山　千　明

主計課長　原　　　伸　一

施設課長　小　坪　唱　信

同　補佐　落　合　正　夫

菅　付　和　樹、日　高　孝治（宮崎県教育委員会文化課）

長津宗重、北郷泰道、近藤　協、谷口武範（宮崎県教育委

員会文化課）

4．本書の執筆については、北郷泰道が調査の経過を執筆し、その他は菅付和樹・日高孝治

で分担して行った。文責については各文末に明記した。

5．レベルは海抜絶対高である。

6．土器の色調については、「新版標準土色帖」（農林省農林水産技術会議事務局監修）に

拠った。
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第1章　　は　じ　め　に

第1節　調査の経過

大学農場用地内の埋蔵文化財包蔵地約100，000戒については、現況利用の前提から発掘調

査を保留してきた。しかし、昭和59年3月22日に地域振興整備公団から宮崎大学へ用地が譲

渡され、農学部の運営が具体的になるにつれ、幾つかの付帯施設が必要となり、昭和59年2

月10日に施設課から県文化課に対し当面問題となるガラス室設置地3361頑こついての発掘調査

費用見積の依頼がなされた。さらに、昭和59年5月25日付けで宮崎大学は工事についての発

掘通知を提出し、県文化課は大学に対し工事前の発掘調査について通知した。それを受け昭

和59年6月2日大学は発掘調査届を提出し、また文化課に調査員派遣を要請し、当初7月5

日～8月15日までの予定で発掘調査に着手した。しかし、隣接するⅩⅩⅣ区からも予想され

たとおり、多量の土器類が出土し、9月25日～10月5日まで調査を延長して実施することに

なった。

建設範囲内という限定された調査であるため問題がないわけではなく、工事計画区域と工

事実施区域のずれ、周辺切り通し面に露出した包含層の保全、今後の全体的な土地利用計画

など残された課題は多い。
（北郷　泰道）

第2節　調査の概要

今回報告するⅩⅩⅤ区は、その酉隣りの昭和58年度調査のⅩⅩⅣ区同様建物敷地予定地という

限定された部分的な発掘調査を行った所であり、遺跡としては同一のものである。調査は、

ⅩⅩⅣ区の成果をふまえて初めに表土から包含層付近までを重機によって剥ぎ取り、その後手作

業で包含層を露出させた。前回のⅩXⅣ区では、南半部で緩傾斜の旧地形に沿って移しい量の

遺物が出土したが、それに伴う遺構は検出できなかった。そこで今回は、周辺の縄文時代の

竪穴住居跡の平均的直径より小さな一辺2m，のグリ・ツドを設定することにし、座標北を基準に

南北列を3～11、東西列をa～1とした。そして、出土した遺物については、口縁部・底部

・有文や大破片の胴部・脚台・精製磨研土器・石器等主だった遺物や特徴的な遺物は位置と

標高をおさえ、それ以外の小破片の遺物等はグリッド毎に取り上げた。出土遺物には、縄文

土器・石器、弥生土器、土師器・陶磁器などがみられる。包含層は縄文時代の遺物が主体を

占めるが、中に土質の異なる円柱形の遺構が検出でき、そこを中心に土師器類が出土してい

る。また、弥生土器は発掘区の中央やや南東寄りに集中して出土しており、土色や土質の違

ー1－



いなど確認できなかったが、遺構が存在しそれに伴っていたと考えられる。縄文時代の遺物

は狭い発掘区の中でも分布密度に濃淡がみられ、ⅩⅩⅣ区に近い酉壁寄りと中央やや北東寄り

の焼土面が検出された付近に特に集中しているが、遺構は確認できなかった。また、発掘区

の南東側は極端に遺物量が少なくなり、遺物包含層の東端部が確認できた。

（菅付　和樹）

第3節　遺跡の位置と環境

宮崎学園都市遺跡群は、宮崎平野南端の低丘陵地帯の東辺部に位置する。現在の行政区で

は宮崎市大字熊野から宮崎郡清武町大字木原にまたがる一帯であり、鰐塚山系の丘陵のひと

つが北東へのびた先端の舌状台地上及びその周辺に点在している。この台地は、谷底低地や

多くの開析谷によって刻まれ、南の沖積地を加江田川、北を清武川が東流し日向灘へと注い

でいる。そして、台地西端の丘陵地帯が広くゆるやかな傾斜面となる付近の約10万戒が、当

初10号地遺跡と呼ばれた平畑遺跡である。平畑遺跡の北側は谷底低地が東から西へ入り、南

側は急崖をなして台地がおわっているが、今昔を通じて水利の便は良かったものと思われる。

1　山内石塔群（23号地）

2　下田畑遺跡（1号地）

3　赤坂漣跡（7号地）

4　′ト山尻西遺跡（8号雛）

5　浦田遺跡（4号地）

6　人料遺跡（5号地）

7　′J、山尻東連跡（2号地）

8　田上遺跡（3号地）

9　堂地西遺跡（9号地）

10　平畑退跡（10号地）

11　堂地東遺跡（11号地）

12　熊野原過跡（14号地）

13　犬馬場遺跡（13号地）

14　前原西遺跡（15・16号地）

15　前原北遺跡（20号地）

16　前原南過跡（19号地）

17　陣ノ内通跡（18号地）

18　車坂城跡

19　木花過跡（21号地）

20　今江城（仮称）跡

25，000　日　向・青島
O LIJP　　　　　　　　　　、JJ lコOJ
l　　　　1　　　　　　－1－1－　－　　．　　　　　　　－＿　＿＿．＿－＿　＿　　＿　　＿．＿　＿　　　＿＿－－＿＿．・．．・．．・＿．　　－∴ここ

第1図　学園都市遺跡群位置図
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この平畑遺跡は、標高41mから24m′にあり、南東方向へ緩傾斜しながらも途中3段ほどの

段丘を有している。今回調査したⅩXV区は、このうちの西から東へ遺跡を横断している比高

差約1m′の南面する段丘上に立地し、平畑遺跡のほぼ中央部にあたる。そして、この段丘を

境に地形分類上、平坦地中位面がI（北西側）とⅡ（南東側）とに分けられる。

平畑遺跡については、昭和59年までの調査の結果、縄文時代晩期前半の竪穴住居跡が55軒

検出され、また、平安時代のものと考えられるカマド付竪穴住居跡2軒及び古代～中世の掘

立柱建物跡24棟も確認されている。そして、遺構は検出できなかったが、弥生土器片や縄文

時代早期の遺物も出土している。そのはかに、ⅩXV区の北のⅩm区（道路敷部分）では縄文

時代晩期後半の遺物が出土し、西のⅩXⅣ区（小型機械棟敷地）や農場予定地では調査や試掘

の結果、縄文時代後期の遺物が出土しているが、遺構は確認していない。ただ、農場部分で

は農耕により遺物が円形の広がりをみせて出土した箇所があり、この時期の竪穴住居跡の可

能性がある。

一方、平畑遺跡の周辺では、学園都市遺跡群中最も早い時期に谷をへだてた北側の台地上

で人々の生活が営まれたことが確認されている。この堂地酉遺跡では、後期旧石器時代から

縄文時代草創期にかけての遺物や集石遺構が検出され、さらに縄文時代早期の集石遺構もみ

られる。この時期になると堂地酉をはじめ赤坂・小山尻東・前原西ほか各地の遺跡で集石遺

構が営まれるようになる。しかし、その後遺跡周辺では前期以降しばらく縄文人の足跡が途

切れ、海岸部の下箸方遺跡（松添遺跡の一部）で中期の遺物がみられるほかは、平畑の後晩

期の集落や松添の貝塚の出現を待たねばならない。弥生時代になると後期になって漸く堂地

東遺跡・熊野原遺跡B地区と集落が続けて営まれ、古墳時代にはB地区の南西の熊野原遺跡

C地区や前原北・前原南の各遺跡に集落が営まれている。この時期の墓制を知る手掛かりと

しては熊野原B地区に土墳墓が1基みられるはかは、北方約1．3短の地点に6世紀代を中心

とする木花古墳群がみられる。その後、日向国が文献上に現われる頃になると、「延喜式」

に記載された救麻駅やその官道に関連すると考えられる掘立柱建物跡群が、大字熊野に位置

する前原南遺跡や平畑遺跡に営まれるようになる。そして中世には、車坂や今江の山城を臨

める前原北・熊野原C地区・平畑・堂地酉・堂地東の各遺跡に掘立柱建物跡群が営まれ、ま

た、この時期の蓋制として前原西遺跡の方形周溝墓や堂地東・小山尻西・山内の各石塔群が

みられる。しかし、近世になると調査された遺構は極端に減り、わずかに浦田遺跡に住居跡

が、堂地東遺跡に土墳墓群があげられるのみである。

なお、上述の遺跡のうち次の5遺跡が宮崎大学の敷地内に含まれている。浦田遺跡（実習

－　3　－



田の一部）、堂地西遺跡と堂地東遺跡（大学本部を含むキャンパスの一部と幹線道路）、熊

野原遺跡C地区（駐車場や運動施設）、入料遺跡（田上川の河川敷や実習林の一部）である。

これらの遺跡は大部分が記録保存され既に消滅したが、平畑遺跡は一部盛土保存箇所や敷地

以外の所には現在も良好な状態で遺跡が残されている。

（菅付　和樹）

第4節　層　　序

本遺跡は、昭和58年度に調査を行ったⅩⅩⅣ区の東隣りであり一連の遺跡としてとらえられ

るものであり、ほぼ同様な層序を呈している（第3図）。その層序は次のようになる。

0層～表土、I層～灰黒色土層（本遺跡の包含層で多量の縄文時代遺物を含む。）、Ⅱ層～

黒褐色土層（炭化粒、パミス混入。土器を少量含む。）Ⅲ層～暗褐色土層（無遺物層）、Ⅳ

層～アカホヤ層となる。
（1）

一方Ⅹ期Ⅳ区の基本層序は報告書によると、I層～表土、Ⅱ層～暗褐色砂質土層（縄文時代

の遺物を少量包含）、Ⅲ層～にぷい黄褐色砂質土層（固く締っている。多量の縄文土器片・

石器・剥片類を包含する。）、Ⅲ′層～暗褐色砂質土層（土器細片をまばらに含み、Ⅱ層より

締っている。）Ⅳ層～黒褐色シルト質土層（遺物包含のみられない自然形成土層。）、Ⅴ層～

褐色砂質土層（アカホヤ火山灰。無遺物層。）となっている。

註1．参考文献1

「



以上のようなⅩⅣ区（本遺跡）とⅩⅩⅣ区の層序を対比すると0層はI～Ⅱ層、I層はⅢ層、

Ⅱ層はⅢ′層、Ⅲ層はⅣ層、Ⅳ層はⅤ層に対比できる。

また地形的に層序は北西方向から南東方向に向かって傾斜している。
（日高　孝治）
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第　2　章　　遺　構　と　遺　物

第1節　縄文時代の遺構と遺物

1．遺　　　　構

焼　　土

f・g－7・8区境界で検出された。長径は南北方向で約105cm、短径は東西方向で約亜

仰、厚さは最も厚い所で約8cmを測る。包含層中より検出され、周囲及び焼土上部や下部か

らも縄文土器が出土した。焼土面直上付近の遺物としては図番号39や42、81など晩期前半の

特徴を示すものが、また、焼土面下部付近の遺物としては2、9、12、99など後期後半的な

特徴を示すものが出土している。

溝状遺構

a・b－4区北壁断面で検出されたもので、アカホヤ層にわずかにみられる掘り込みと包
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第4図　グリッド別縄文土器出土量比較図（番号付土器）
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含層中に弧状にくぼんだ薄い白砂の層が観察されて確認できたものである。a－6区酉壁で

も同遺構を斜めに切ったと思われる層が観察できるが、遺構上面が包含層最下部で辛うじて

区別できるのみで、溝幅や深さなど不明瞭である。上部を覆っている包含層の遺物の状態か

ら縄文時代のものと考えられる。

2・遺物の出土状況（第4図～第5図）

ⅩⅣ区は西隣りのⅩⅩⅣ区と一連の遺跡であり、斜面を利用した土器廃棄の場としての性格

を持っている。出土した彩しい量の土器はその殆どが破片であり完形をなすものがない。ま

た、石器類の多さもⅩⅩⅣ区同様にこの遺跡の特徴のひとつである。土器の中では、有文のも

のや精製磨研土器に比較的大破片のものがみられず、それに比べて無文土器には口縁部から胴

部下半まである大破片のものが割合多くみられた。しかし、底部までわかる個体はみられな

かった。

遺物の取り上げは、前述のとおり時間的な制約もあって位置と標高を記録して取り上げた
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ものと、一辺2mのグリッド毎に一括して取り上げたものがある。包含層が厚かったため数

回にわけて掘り下げたが、遺物は発掘区の南東部分を除いて各グリッドはぼ万遍なく出土し

ている。しかし、その出土量にはグリッドにより片寄りがみられる。第4一図は位置と標高を

記録し取り上げた縄文土器のグリッド別の出土量を表わしたものである。総点数に対する各

グリッドの取り上げ点数の割合は最高で4％と少ないが、2％以上のグリッドをみると焼土

を中心とする部分、h・i　－10・11区を中心とする部分、a－5～7区を中心とする部分の

3カ所に遺物量の集中がみられる。また、第5図はグリッド毎に一括取り上げした遺物のグ

リッド別出土量比を表わしたものであるが、焼土を中心とする部分、h・i－10区を中心と

する部分、a－5・6区を中心とする部分の3カ所に遺物量の集中がみられ、ほぼ第4図の

出土状況と重なり合う。
（菅付　和樹）

3．縄文土器（第6図～第14図．表6）
（1）

ⅩXV区出土の縄文土器には探鉢形・浅鉢形を主体に台付鉢形土器の脚台や鉢部と思われる
（2）

破片、台付皿形土器の脚台や皿部と思われる破片、そして、土器片を利用した土製品などがみ

られる。このうち土器については底部まで復元できる完形の個体は殆どなかったが、主体的

に出土し口縁部から胴部下半まで図上復元可能なものは殆ど掲載し、また、特徴的なものは

復元不可能な小破片のものでも掲載した。そして、個々の土器の特徴については別に観察表

を付した。

では、次に器種毎に分類を行い出土縄文土器について述べてみたい。

1．探鉢形土器

探鉢形土器のうち無文のものは比較的全体器形がわかるものが多かったが、有文のものは

破片が小さく全体器形の不明なものが多い。

A類　丸く膨らむ胴部に外傾する短めの口縁部がつくもので、頚部のくびれに強弱がある。

また、項部内器面に稜のあるものとないものがみられる。

A－1類　頸郡内器面の稜が明瞭で胴部の張りと頚部のくびれが強い（1～4）。全て磨

研土器であるが、2は磨きが粗雑で下地のナデが多くみられる。

A－2類　A－1類と同様の器形態をなすが、波状口縁である（30～32）。披頂部は4カ

所になると思われる。30は披頂部にきざみを有する。31に粗雑な磨きがみられるほか

は粗製土器である。

A－3類　A－1類と同様の器形であるが頚部のくびれが弱く内器面に稜のないものが多
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い（5～14、16、54）。稜のあるものでも曖味なものになる。また、胴部の張りも弱

いものが多い。54の有文土器は口縁端部の形態が若干異なるが同類とみなしてよいと

思われる。

A－4類　頚部のくびれは弓削、が内器面には稜がみられる（21～24）。胴部の張りが弱く

項部のくびれも弱いため、鉢形に近い形態をなす。

B類　ゆるやかに膨らむ胴部が頚部で軽くすぼまり外傾する口縁部に続くもの。胴部と口縁

部の接合法により2種に細分した。

B－1類　胴部に内側から口縁部を接合したもの（15、17、20）。これらはA類と同様の

手法であり、頸部内器面に接合痕がみられる。

B－2類　胴部と口縁部の接合痕がみられず、頸部内器面もなめらかである（18～19）。

これらは主体をなす探鉢形土器である。次に小破片のものや少量出土のものを各特徴ごと

に分類してゆく。

C類　「く」字形に稜をなして胴部が張出し、内傾する肩部に直立気味の口縁部を持つもの。

晩期的な特徴を持つ土器である（25）。1点しか出土していない。

D類　胴部に稜を有し長めの口綾部が直立するもので、軽いへラ磨きがみられる（27）。後

期後葉の特徴を有する土器である。

E類　稜のない丸味のある胴部に長めの口縁部が直立する小型粗製の土器で底部は大きくな

ると思われる（26）。1点出土した。

F類　器面調整や施文に二枚貝の条痕や腹縁文を用いた土器で従来市来式と総称されたもの

である。

F－1類　口縁部が三角形に肥厚する古い様相を持つ土器（43～44）。44は波状口縁であ

る。

F－2類　口縁部が「く」字形に屈曲する新しい様相を持つもの（亜～46）。

F－3類　口縁部の屈曲が弱まり直立気味になるかまたは外反するもの（47～52）。

G類　破片が小さいが、頚部で「く→字形に屈曲し口縁部と項郡に文様帯を持つ波状口縁土

器を一括する。

G－1類　口縁端部が三角形に肥厚するもの。披頂部にきざみを有する（29、63～65）。

63・64は口縁部片であるが断面や文様帯の特徴からこの類になると思われる。64は披

頂部をきざみのかわりに押圧して平らにしている。65は肥厚が弱く口縁端部に文様帯
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がみられないが同形態のものである。

G－2類　披頂郡はみられないが、口縁端部が肥厚しないものである（68～69）。

なお、70はこのG類の頚部と思われる。

H類　軽く膨らむ胴部に頚部がわずかにくびれ口縁部が外傾するもの（53、55）。特徴のな

い無文土器である。53は波状口縁である．〕

I類　小破片であるが、晩期的な特徴を有するものを一括する。

I－1類　口縁部を肥厚させて無文の口縁帯をなすもの（72～73）。

I－2類　I－1類と同様の形態で有文のもの（74）。

I－3類　無文の突帯を有するもの（75）。

I－4類　口縁部を三角形に肥厚させて沈線を1条施すもの（76）。

I－5類　多条沈線を有するもの（77）。

上記のはかに口縁部のみで全体器形の不明なものがある。

J類　口縁端部が若干肥厚するもの。

J－1類　口縁端部と下位に2カ所文様帯を有するもの（59～62）。61は端部の特徴から

この類に入れたが別類のものかもしれない。

J－2類　口唇部付近に文様帯を有する（57～58）。

J－3類　披頂部にきざみ、口縁端部に文様帯を有する（66～67）。G類の一部に含まれ

る可能性がある。

2．浅鉢形土器

浅鉢形土器は精製磨研土器が主体を占める。しかし、出土量は少なく晩期前半の様相を持

つものに割合大きな破片がみられる。

a類　丁寧にナデ調整された塊形の器形態をなすもの（33～35）。33は口縁部がやや外反し

沈線が施文される。

b類　浅い皿状の胴部に内傾気味の口縁部が直立する（36～37）。有文と無文があるが、と

もに精製土器である。いわゆる「高塀形土器」の杯郡の可能性がある。

C類　口縁帯に凹線が施文されるもの（38、79）。38は6条、79は2条の凹線を有す。

d類　丸底と思われる浅い皿状の胴部に長くのびる頚部がつくもの。

d－1類　頚部が直行し口縁部が短く直立する（40～41）。同一個体の可能性がある。

d－2類　頚部が外反し口縁部が外傾して短く立ち上がる（39）。

e類　口頚部が短く外反し深めの皿状の胴部に続くもので、頚部内面は稜をなす（80～81）。
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f類　口縁部が短く立ち上がり、胴部はふたつ

重ねた様になると思われる（42）。

g類　胴部が鋭く稜をなして張出し外傾した長

めの口縁部がつくもの（78）。

3．底　　部

5

個

体
数

個体数34

4　567891011121314151617181920212223重さ

（9）

探鉢形土器の底部と浅鉢形土器の底部がある。浅　　表1土器片錘度数分布（重さ）

鉢形土器の底部には粗製のものがなく、探鉢形土器の底部には精粗の別がある。

a類　直立気味に胴部へ続くもの（92～93）。探鉢形土器F類の底部と思われる。

b類　大きくひらいて胴部へ続く探鉢形土器の底部。

b－1類　底部内面に、若干段があるもの（82～88）。85は精製土器である。また、88は

底部側面が張出すものである。

b－2類　底部内面に段がないもの（89～91、94）。89、94は精製磨研土器の底部と思わ

れる。

C類　大きくひらいて胴部へ続く浅鉢形土器の底部（95～97）。精製磨研土器の底部と思わ

れる。

4．脚　　台

脚台には2種類みられる。

a類　高士不形土器あるいは台付鉢形土器と呼称される土器の脚台と思われるもの（100～106ユ

b類　台付皿形土器と呼称される土器の脚台（112～117）。

このうちa類には、休部として既述の浅鉢形土器b類もしくは98～99の波状口縁浅鉢形土

器片が考えられる。また、b類には107～111の皿状の形態をなす土器が考えられる。これ

らはいずれも装飾性の強い土器と思われ、a類は精製土器であり、b類には貼付けや沈線など

による文様や赤色顔料の塗布してあるものがみられる。

5．土器片利用製品（表1．表7－8）

118～125は土器片を転用した錘である。平畑遺跡では多くみられ、このⅩⅩⅤ区でも未製

品を含めて35個出土している。計測値については一覧表にまとめた。表中の型式は平畑遺跡
（3）

の報告書に準じ、A類は土器片の長車酎こ切目を入れるもの、C類は溝を土器片に切るもので

ある。B類の長軸・短軸両方に切目を入れるものは出土していない。

126～128は土製円盤と呼称されるものである。ⅩⅩⅤ区では5個出土している。
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129～130は有孔円盤と呼称される紡錘車形の土製品である。2個出土している。

なお、これらはグリッド毎に一括して取上げた小破片の土器片中にもいくらか混在してお

り、整理が完了した時点ではさらにふえるものと思われる。

（菅付　和樹）

註1．2　完形が出土していないため、全形は不明である。いわゆる高林形をした土器と

思われる。「台付鉢形土器」とした脚台は『縄文土器大成　3後期』（講談社）に、

「台付皿形土器」とした脚台は『大隅地区埋蔵文化財分布調査概報』（鹿児島県

教育委員会（29）集1984）の中の「丸尾遺跡（末吉町）」に類似資料がみられる

ため引用した。

3　北郷泰道「4．石錘・土器片錘の総括」『平畑遺跡』宮崎学園都市遺跡発掘調査報

告書第2集　宮崎県教育委員会1985
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4・石　器（第16図～第20図）（表9～18）

石器はf・g－7・8区を中心として、ほぼ土器と同様の出土状況を呈している。器種と

しては、狩猟具である石銀をはじめとして、漁扮具の石錘や調理・加工具の石匙・石錐・磨

石・凹石・敲石・石皿等が出土している。また砂岩や頁岩等の剥片や礫も多量に出土してい

る。その中で石器として確認したものは総数379点であった。

石　錬（第16図1～20）（表9）

石銀は35点出土しておりそのうち18点が完形晶である。出土状況としてはg－8区に5点

出土しているのが最高で他は1～2点の出土である。形態的には三角形（A）、五角形（B）

ぉよび砲弾型（C）に分類できる？）また基酢見ると凹基（I）と平基（Ⅱ）のものとがある

が凹基のものの方が多い。重さは0．3グ～2．6クを示す。全長は平均2．15C肝であるが7～9の

ように3C研前後と大型のものも数点出土している。石材ではチャートが多いが黒曜石、砂岩

g h l

11

c　　 d　　 e　　 f

● ● ●●●●●●

k　　L

● ●　●●●● ●● ●●
●●●●●●●● ●● ●

■＝■●● ● ●●●●●●●●　● ●●●●●†●†●●●● ●　●　●　●●

●● ●●● ●●●●●●●●

●●　●●

●●●●

●●●●●

●●●●●●● ●

●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●　　●

●●●● ●　●●●●●●●●●●●●● ●　●　●●　●

●● ● ●●●●●－1 ●● ●● ●　● ●● ●

●●● ●●　●　●●　● ●● ●●●●●　●●　●●● ▼ ●● ●

●●●●●● ●● ●　●　●●●●　●

●

●

～5点

～1点

第15図　　石器出土分布図
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等も使用されている。

石匙・石錐・その他小石器等
（第16図21～34）（表10）

石匙（21、22）は2点出土してい

る。いずれもチャート製の横型のも

のである。

石錐（24～28）は6点出土してい

表2

切目石錘度数分布（の

る。形態的にみると錐部が細いものでつまみ部を形成しないも

の（24、25）、つまみ部を形成するもの（26、27）があり、ま

た錐部が太く頭部との区分が不明瞭なもの（28）も存在する。

24、26、27は砂岩製で28は貢岩製である。

その他小型の剥片石器では小型のスクレイパー（29、30）や
300

卵形をしたスクレイパー（ラウンドスクレイパー）（23）も数

点出土している。石材としては、主に黒曜石やチャートが使用　35。

されているが砂岩・頁岩も使用されている。また黒曜石の異形

石器（31）やチャート製の磨製石器（32）も出土している。装飾。。。

晶としては小玉（33、34）の類も出土している。

450

石　斧（第17図35～41）（表11）

石斧は全部で24点出土しておりそのうち完形晶は3点のみ　5。。

と少ない。38、40、41が磨製石斧であり、特に38は小型で石

ノミ状の形態を有するものである。36、39は打製石斧で、36

は偏平打製石斧とされるものであり、石材は火成岩の一種であ
（2）

ろうと思われる。35は短冊形を成す局部磨製石斧である。

0　　　　　　　5　　　　　　10　　　　（個）

（り

表3　打欠石錘度数分布（の

大型剥片石器（第17図42～48）（表12、13）

42～44は打製石庖丁とされるものである。偏平で両面とも擦痕が残っている。石材は頁

岩を使用している。

45～48は剥片石器である。45は円形の剥片の周囲を一方向から打ち欠いたものである。
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47、48は縦長剥片を利用して一側縁に調整を加えたものである。3点ともスクレイパー的

な使用が考えられる。また46はやや小型の円礫に加工をしたもので礫器の一種と思われる。

その他横長剥片を利用したものやナイフ形石器的な使用をされたと思われる剥片も出土して

いる。また細部調整は施されていないが使用痕を有する剥片も多く出土している。これらの

剥片の多くは砂岩であるが、貢岩等も利用されている．。

軽　石（第17図49、50）

49、50は軽石製品である。49は長さ10．5C研幅5．5甜をはかる細長い軽石の中をくり抜
（3）

いて凹みを形成しているもので、舶先等の加工はなされていないが、鹿児島市草野貝塚で出

土している舟形軽石製品に類似している。50は欠損晶であるが穿孔された軽石であり浮子の

一種であろうかと思われる。

石　錘（第18、19図51～78）（表14）

石錘は本遺跡出土の石器群の中では最も多く出土しており、総数190点である。形態及び

技法により分類すると長軸に切り目を有するもめ（Al）、短軸に切り目を有するもの（A2）

長軸を打ち欠いたもの（B）、短軸を打ち欠いたもの（C）に分類できる。表2・3でみられ

るようにA類は小型品が多く100ダ以下がほとんどで中でも30～50クにピークがみられる。

B・C類は小型・中型・大型に分けられるがその中でも中型（60～200g）が多く120～

140gにピークがあるようである。石材としてはほとんどが偏平な砂岩を利用しており、そ

の他の石材においても丸味を持つ偏平な石が利用されている。また凹石に転用されたもの

（78）や敲石に転用されたもの（83）もある。

敲　石（第19図79～83）（表15）

敲石は35点出土しており、その中には柱状を呈し両端を使用しているもの（80）や偏平な

石の側面全体を使用しているもの（82）、全体的に使用痕を有するもの、球に近い円礫で一ヶ

所のみを使用しているものなど各種存在している。また側面のみを使用・している敲石の多く

は、磨石として他の部分を使用している。その他石錘より転用されたもの（83）もある。石

材としては、他の器種は砂岩を多く使用しているが、敲石の場合、砂岩以外に花崗岩や貢岩

等の硬質の石が利用されている。
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凹　石（第19、20図84～86）（表17）

凹石は15点出土している。その中には若干凹んだだけのもの（84）もあるが、多くは両面がか

なり凹むまで使用されている（78、85、86）。大きさとしては84、85程度のものが多い

が、大型のもの（86）や小型のものも若干出土している。石材としては砂岩を一般的に使用し

ている。

磨　石（第20図88、89）（表16）

磨石のみに使用された石器は12点出土している0ほとんどが砂岩を使用しており、やや偏

平な川原石の平坦面を利用している088、89のように二方向から使用されたらしく使用面

の中央に稜を形成しているものもある0また前述したように敲石の中に磨石と兼用して使用

されている場合があり、それらは硬質の石（花崗岩、硬質の砂岩等）が使用されている。

石　皿（第20図90、91）（表18）

石皿は全部で13点出土しているが、そのほとんどが割れており完形晶は1点のみである。

90、91も破砕したものである。形態的には平盤状か全体に浅く凹むものである。石材は砂

岩が利用されている。また91は隣接するn－8区と1－8区出土のものが接合したものであ

る。

またその他、凝灰岩の石片が多く出土している。そのほとんどが偏平な形態をしており、

用途については不明であるが、出土量的にみても何らかの生活上の用具として使用されてい

たのではないかと思われる。
（日高　孝治）

註1．参考文献1

2・山田町中村遺跡出土の石材と類似する（参考文献11）

3・中島哲郎「草野貝塚」（昭和57年度概報）鹿児島市埋蔵文化調査報告書4．鹿児島市教育委員

会1983
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第2節　弥生時代以降の遺構と遺物

縄文時代以外の遺構としては第21図で見られるようにピットが数ヶ所で検出されているが

建物が確認されるには至らなかった。

遺物としてはg～i－5区に弥生土器が集中して出土している。黒色土層内よりの出土で

あったため周辺を精査し遺構の検出を試みたが確認できなかった。

弥生土器（第22図1～12）

1～3は小型の蛮形土器である。頸部がくの字状にくびれ胴部が若干膨れるタイプで、1は

外面へラミガキ、2はパケ調整が施されている0　3は口唇部が鉱がり凹線が施されているもの

である0　4は壷形土器の口縁部である。口唇部を上方へ若干つまみ出している。7、8は長

頸壷の口縁郡である。外面には縦方向のへラミガキが施されている。5は小型の鉢形土器で

ある0厚手の底部から一旦上方へ立ち上りやや丸味をおぴながら外方へ立ち上るタイプであ

る0口唇郡は丸く収められており、外面はていねいなナデ、内面はパケ調整が施されている。

6は器台である。底径が口径よりやや大きくなるタイプで、外面と内面の端部付近はへラミ

ガキが施されている。9は鉢ないし壷形土器の底部である。10、11は高坪の脚部である。

10はゆるやかな曲線状に立ち上るもので、11は屈曲部を持ち、円柱状の脚部を有するもので

ある。これらの弥生土器は焼成は良好で概ね色調は浅黄橙色～淡黄色を示し、胎土には2～

3〝∬大の褐色・灰色の砂粒を含むものであるが、3の凹線文土器は色調がにぷい橙色を示し、

調整にも他の土器と若干の違いがある012は把手である。焼成、色調等が他の弥生土器とは

若干異なるため土師器の可能性もある。
（1）

その他、陶器としては瀬戸のおろし皿（13）が出土している。色調は淡黄色を呈す。糸切り

底である0口縁部の形態が不明であるため時期については不詳である。また青磁碗（14）が

出土している。焼成が不良であるため色調は浅黄色を呈している。線描きの蓮弁を有するも

のである。土師器は数点出土しているが第21図に見られるように発掘区の西半分の区域で主

に出土しており、e－5区においてはピットの上面より出土している。器種としては坪（15）

小皿の類であり底部はへラ切りである。

註1・大橋康二氏（佐賀県立九州陶磁文化館）の御教示による。
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第3　章　ま　と　め

縄文土器について

郡区出土の遺物の中で主体を占めるのは縄文土器であ
（1）

る。縄文土器については先に平畑遺跡の報告書の中で分

類がなされているが、今回出土した刀Ⅳ区の土器とは表4

のように対応する。ではここで、刀Ⅳ区出土穐文土器のう

ち比較的時期的な特徴を表わしている土器を中心に編年

を試みたい。

ⅩW区出土の土器はⅩ肌区出土土器と同じく後期後半と

晩期前半に中心をおくと考えられる。しかし、県内では

この時期の資料が少なくⅩ肌区で試みた様に県外に類例を

求めざるを得ない。先の刀Ⅳ区では、　第23図1～3の

刀Ⅳ区 m 区 竪穴住居跡

深鉢形A －2 類
深鉢形C －3 a類 －

〝　 A －3 類 －
〝　 A －4 類 〝　 C －3 b類 －

〝　 B － 1類
〝 ‘B － 1類 －

〝　 B －2 類 －

〝　 F －2 類 〝　 A － 1類 －
〝　 F －3 類 〝　 A －2 類 －

〝　 G － 1類 〝　 C － 1類 －

〝　 I － 1類 〝　K －2 C 類 深鉢形D 類

〝　 エー2 類
－

〝　 C 類

〝　 I －3 類 〟　 K －3 類 〝　 D 類

グ I －5 類 〝　 I－2b類 〝　 B 類

浅鉢形　 C　 類 ・浅鉢形A 一一1一類
－

〝　 d －2 類 〝　　 D　 類 －

〝　　 e　 類 〝　 E －2 類 －
〝　　 g　 類 〝　 F －．1°b類

－

表4　平畑遺跡出土縄文土器

分類対照表

土器をもとに鹿児島県末吉町中岳洞穴出土の中岳1類

C土器中の第23図11の土器を手がかりに、共伴土器同図5～6や13～14に類似する片野

洞穴（志布志町）、若宮遺跡（鹿児島市）出土西平式土器の波状口縁と平日縁の土器組成や

土器形態（第23図15～16、17～21）が、大分県大野町駒方C遺跡で「東九州型の三万田

式土器」として報告されている探鉢形土器（第24図1～8）に類似するものとし、この甜
（2）

区出土の1～3に代表される土器を三万田式期以降として位置付けたのであった。

今回ⅡⅤ区出土土器の中でA－1類とした精製磨研探鉢形土器は、第23図1～3の認Ⅴ区

出土土器や刀Ⅳ区の探鉢形土器A－3類の祖形となった土器と考えられる。器面調整がへラ磨

きを主体になされ、丸い胴部にくびれた頸部を持ち外傾する短めの口縁がつくその器形態は

後期的な特徴を有するもので、同様の器形態をなす波状口縁深鉢形土器A－2類の31のよう

な粗雑な磨きを持つものの存在を考慮した時、口縁郡が短い点や口縁部内面に沈線のみられ

ない点などの違いはあるとしても、「東九州型の三万田式土器」と同時期に位置付けできる

ものと考えられる。この探鉢形土器A－1類の中でも2は他の3点よりやや新しくなる可能

性があるが、胴部が丸く頸郡のくびれと頸郡内面の稜の明瞭なものを古式の様相とみると31

を代表とする深鉢形土器A－2類もほぼ同時期と思われる。しかし、ほかの30・32がナデ

を主体とする点や30の波頂郡に押圧きざみのみられる点などが時期差を表わすものか他の土

器系統の影響があらわれているものかは資料が少ないため不明である。波頂部の押圧きざみ
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第23図　縄文後期土器実測吼1）

1～　3平畑遺跡謂Ⅳ区

4～14中岳洞穴（4－－－1類A、5～6－－－1類B、7～12－－－1類C、13～14－…西平式）

15～16片野洞穴（西平式）

17～21若宮遺跡（西平式）※実測図は各報告書による。

に関しては、深鉢形土器G－1類の29のように在地化した西平式系統の流れをくむ土器の影

響も考えられるが、G－1類とA－2類の先後関係ははっきりしない。先述した胴部や頸部

の形態からみた時刀Ⅳ区の縄文土器は次のように考えられる。

ー35－



TF‾

A一⊥・A竃串B－1跡
貝殻文系土器－F十一一一サ2竺二止亡二二三二；‾‾

西
平
式
系

し－●G－1－　－

（後期後半）

‾‾「→‾‾■・．■→I－5

I浅鉢

T．d－‾→e

ト2■＿→　→I－1－－●ト3－－＿－

（晩期前半）

（3）

近年、本田道輝氏は「市来式土器」について書かれた中で市来式と西平式の共伴関係につ

いて述べておられる。それによると、市来式の万が主体となる草野貝塚や武貝塚などでは上

層部で西平式が少量伴出するが、西平式が主体となる若宮神社遺跡や片野洞穴では市来式は

少量伴出するのみであり、また、これら西平式が主体の遺跡では「純粋の西平式の他に器形

や文様等に変化のみられるもの、在地土器文化との融合状態を示すもの等が見出される」と

ある。草野貝塚の上層部の市来式土器は主として口縁部が「く」字形に屈曲し華麗に装飾さ

れるものであるが刃Ⅳ区では探鉢形土器F－2類がほぼそれに相当する時期のものと考えられ

る（竺） このⅡⅤ区は調整の上でナデ主体の遺跡であり磨研主体の遺跡ではない。しかし、平畑遺

跡を含む東南九州が縄文後期には貝殻文系土器の影響の強い地域であったことを考慮すると、

西平式が主体となる若宮遺跡や片野洞穴と同じ様相がここⅡⅤ区でも精製磨研土器A－1類の

＝
二；〒＿二幸二二二

0　　　　　10　　　　20cml

第24図　縄文後期土器実測呵2）駒方C遺跡
※実測図は同報告書による。
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影響をうけたナデ主体の探鉢形土器A－2・3・4、B－1・2類に少量の市来式系深鉢形

土器F－2類の伴出という状況で現われるということも考えられよう。

さて、今回発掘したⅩW区は約101れ西隣りのⅩ肌区と土器組成に若干違いが認められるため

少々触れておきたい。遺跡としては、ともに土器廃棄場的な様相を示しており同一のもので

あろう。ⅩW区でA－1類とした精製磨研の探鉢形土器はⅩ肌区ではみられなかった。かわっ

て認Ⅴ区でみられた胴部上位に胴部最大径があり長くのびる外傾した口縁部をもつものやそれ

に口縁帯のつく黒色磨研系三万田式相当の土器はⅩⅣ区では顕著にはみられなかった。また、

刀Ⅳ区では数点しか出土しなかった第23図3や出土量の少なかった同図1～2等は、ⅡⅤ区で

は頸郡のくびれや内面の稜、胴部の張りがよりしっかりした形で多数出土している（探鉢形

土器A－2・3類など）。これらのことから、精製磨研土器系統の影響をうけたと考えられ

る土器についてはmr区の方がⅩ肌区よりやや古い様相を示しているようである。しかし、磨

消縄文系土器についてみると、‡W区は少量の胴部片などが出土しているだけだが甜区は口

縁郡などがやや多めに出土している。

ⅩW区や前回発掘区のⅩ附区は同一の傾斜面に立地しており、多数の石器類をも含めた遺

物廃棄の場としての性格を持っていることは、先に述べたとおりである。ここが形成される

にあたって、当時この傾斜面に無秩序に遺物を廃棄したものか、あるいは限定された場所に

廃棄を行ったものかなど多くの問題点が考えられるが、この両地区にみられる土器のわずか

な時期差や郡区の遺物出土状況の項で述べた3カ所の遺物集中箇所やそのうちの一カ所にみら

れた焼土の存在、さらに前回のⅩ肌区での2カ所の一括出土縛文土器群の存在、そしてそのう

ちのⅡ群とした箇所のすぐ上部で出土した赤色顔料付着の精製磨研土器及び岩偶の呪術的性

格、さらに高塔形と考えられる土器の多きなどを考えると、この傾斜地には廃棄場所につい

てのある種の制限が存在し、超過すると場所を移してまた廃棄するというような廃棄法が行

われていた可能性も考えられる。そして、それに伴う「ものおくり」的な儀式も行われてい

たのかもしれない。しかし、郡区の遣物集中箇所ごとの土器の整理を十分には終えていない

現在、それを実証し得る程の資料がないためあえて可能性を述べるにとどめる。

以上、刀Ⅳ区出土縄文土器について未完の整理状況と周辺資料の不足のうちに若干の所見を

述べてみた。不適当と思われる箇所や誤りも多々あるだろうが、今後資料の蓄積に伴い、徐

々に修正を加えてゆきたい。最後に、探鉢形土器F－2類の「く」字形の屈曲を持つ波状口

縁土器について少し述べて終えたい。このF－2類の波状口縁土器は先のⅩ附区でもみられた

が、波頂部が欠損している例が多い土器である。これについては鹿児島県末吉町丸尾遺跡の
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報告で「二次的に打ち欠かれ」た。とが指摘されてい去9丸尾遺跡の例では、波頂郡が平ら

に欠損していたり、波頂郡から外側へひと欠きしたような欠損のある波状口縁土器が多くみ

られへ　その中に波頂部を焼成前に押して平らにしたものが認められた。そこで、このような
（6）

例から、波頂郡に欠損のみられるものは故意に打ち欠いたためとされたのである。このよう

な状況は平畑遺跡のⅩ附・刀Ⅳ区でもみられる。．X肌・刀Ⅳ区出土のこの類の土器は波頂郡が水

平か波頂郡から内側または外側へ向けて打ち欠かれたものが多い。そして、今回のⅩW区で

は、64の様に焼成前に波頂部を平らにした西平式系の影響をうけたとみられる土器や29・

63・65のように波頂部に内側から押圧きざみをつけた土器が出土していることは注目に値

し、あるいはこの影響を深鉢形土器F－2類の波状口縁のものほうけている可能性がある。

（菅付　和樹）

石器について

ⅩⅣ区出土の石器（轢・剥片を除く）は表9～18に示す通り総数379点で、その内訳は、

石銀35、小型剥片石器24、石斧24、打製石庖丁様石器3、大型剥片石器28、石錘190、

凹石15、磨石12、石皿13である。その割合は表5で示す通りである。これは今回の発掘

区（刀Ⅳ区）の周辺の平畑遺跡の既発据区と比較すると出土石器の様相は類似するものがあり、

特に石鉄、石錘でみると両者とも約1：5と数量的にも似通った状況を示していると言える。

その中でも石錘が多く石器群の中で約50％をしめている。その中も前述したように、小型の

切り目を有するもの（A類）と大型が多い両端を打ち欠いたもの（B・C類）が、1：5

程度の割合で出土している。これらの石錘については、切り目のものだけを網錘とする考え
（7）　　　（8）　　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　　㈹
方もあるが本遺跡や県内の串間市下弓田遺跡の出土例、大分県下の状況や、民俗例等を考え

㈱

ると、打ち欠きの石錘も田中熊雄氏が述べられているように網の種類により使用されていた
個

のではないかと考えられ、また北郷氏の述べられているように打ち欠き石錘は太い紐を結び

っけるのに適していると考えられる。これらの区別は大分県内の遺跡で礫石錘は海岸部に集

中し、切目石錘は河川域に集中するという傾向が指摘されており注目されるものである。こ
㈹

れを県内の遺跡で見ると平畑遺跡や下弓田遺跡等では礫石錘の量が多く、内陸部の綾町尾立
的　　　　　　　　　　　　　　　　　（拍
遺跡や県外ではあるが鹿児島県官ノ迫遺跡等では切目石錘が多いという事実があり、同様の

ことが言えると思われる。

また特徴的なものとして、砂岩や貢岩等を素材とした剥片がかなりの量出土している。石

器としては28点を数えるにとどまっているが、使用痕を有すると思われるものまで含むと約

70点程度出土している。縦長剥片を利用しているものが多いが、中には横長剥片を利用して
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いるものもある。これらの大部分は剥片をそのまま利用しているというごく簡単なものであ
鯛　　　　　　　　　　的

る。このような剥片を利用した石器は綾町尾立遺跡や末吉町宮ノ迫遺跡等でも出土しておりは

ぼ縄文時代後期全般にわたってみられるものである。尾立遺跡の遺物は原始農耕と関連づけ
㈹

て考えられている。また、これらの剥片の石核や接合関係について今回は確認するまでに至

っておらず、今後この時期の剥離技術を解明する上で検討を加えるべき問題である。
（摘

最後に全体的な石器組成を周辺の遺跡と比較してみると、表5でみられるように、貝殻

文系土器群を主体とする下弓田遺跡では石錘が70～80％を占めており、また屋久島の一湊

松山遺跡では敲石や磨石といった調理、加工用の石器が大部分を占めている。一方磨研系の
㈱　　　　　　　　　　　　　伽

土器群を主体とする陣内遺跡や大分県大野原台地の遺跡では、石銀と打製石斧が多量に出土

するというある程度片よった状況を示している。本遺跡は石錘の量が多くを占めているが、

打製石斧、石銀もある程度は出土しており、この時期にでてくる石器群がはとんど出土して

いる状況である。これらの石器より本遺跡の生産活動を考えると、海や河川における漁按を

中心としながら、後背の山野における狩猟・採集を行うという幅広いものであったと推察で

きる。この豊かな生産活動の基盤の上により縄文的な遺物である岩偶や石刀等の遺物が存在

していたので　　　　0　　10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80　　　90　　1∝）（％）

はないかと思

われる。

貴跡

3m
跡

！松
跡ム

ノ迫
跡

石　 線 小型剥
片石器

l
石斧 大型
斜片石器

l　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l

石　　　　　　　　　　 錘

l

凹石

言 下

石皿

メ＜去妄ヂ二　　　　　　　　　　　 ＼さ＼‖／
石斧

石
庖
丁

石　　　　　　　　　 鍵 凹石
麿
石 その

＼＼ミ　　　　　　　　　　　　　　 ラ：ニブ

石　　 斧 大型
剥 片石 器

凹
石

敲　　　　　　　　 石 青　　　 石 石　 肌 ：．その他

＼　 ／＼ミゝ　　　　　　 ＼　　 ＼　＼
石　　　 斧

大型 剥
片石 器 石　　 錘 敲　　　　　 石 磨　　　　 石 石 皿

†

凹石（点周辺遺跡については鞭告書の中の数圭により計算を行った）

表5　石器組成表（％）

弥生土器・土師器・陶磁器について

本遺跡においては、小型の蛮・鉢や壷・器台・高坪等がg・h－5区付近に集中して出土し

ている。その集中度範囲からみて、遺構は確認できなかったが、土砿程度の大きさの遺構か
佃

と思われる。時期的には、鉢形土器や器台等からみて、学園都市遺跡群内の浦田遺跡のもの

に類似すると思われ、ほぼ弥生終末期に当ると思われる。その中でも凹線文の土器は若干異
⑳

なり、胎土的には同様であるが、瀬戸内系の土器であろうと思われ、堂地東遺跡との関連が

考えられる。これらの弥生土器の性格については、今後平畑遺跡の西側の部分が調査されて
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いく段階で明らかになっていくものと思われる。
伽

また、土師器や陶磁器は出土が少ないので、明確にとらえられないが、周辺の甜区や双Ⅵ区

等で出土しているものとはば同時期で古代末～中世初であろうと思われる。尚、青磁について

は若干時期が下り15世紀末から16世紀のものである。また、ピットの上面より土師器が出

土しているので、ピットについては土師器と同時期に考えられる。

（日高　孝治）

註1．2参考文献1．

3　参考文献8

4　この深鉢形土器F－2・3類については文献1．で大隅半島の万に分布するのではないかと述べた

が、志布志町ほか市来式の「く」字形の屈曲を持つ華麗なものが各地に出土しており、このF

－2・3類は、華麗なものよりやや新しくなるのかもしれない。分布については東南九州あたり

を今後注目したい。

5　参考文献12による。報告の中で市釆式土器としてあげられた中に甜r区の深鉢F－2及びF－

3類に類似する「く」字形口縁の土器がある。この両者は共伴しているようで時期差はないのか

もしれない。

6　中村耕治氏の御教示による。氏は刀Ⅳ区出土の完形に近いこの類の波状口縁土器についても波頂

部の打ち欠きを指摘された。

7　渡辺誠「縄文時代の漁業」雄山閣1984

8　参考文献　1

9　参考文献19

10　参考文献　20

11田中熊雄「石錘考」階崎大学開学記念論文集』1953

12　参考文献　1

13　参考文献19

14　参考文献　21

15　参考文献　22

16　参考文献　22

17　参考文献　22

18　参考文献　22
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19　参考文献19、22、23

20　賀川光夫他「陣内遺跡」日向遺跡総合調査報告第2輯1962

21参考文献13

22　谷口武範「浦田遺跡」　宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第2集　宮崎県教育委員会1985

23　長津宗重「堂地東遺跡」宮崎学園都市遺跡発喝調査報告書第2集　宮崎県教育委員会1985

24　参考文献1

参考文献

1・北郷泰道・菅付和樹・日高孝治「平畑遺跡」宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書第2集

宮崎県教育委員会1985

2・河口貞徳「南九州後期の縄文式土器－市来式土器－」考古学雑誌42－2　日本考古

学会　1957

3・河口貞徳「草野貝塚発掘報告」鹿児島県考古学会紀要第1号　鹿児島県考古学会1952

4・河口貞徳「第3章第2節　若宮遺跡」『鹿児島のおいたち－先史時代－』鹿児島市

1955

5・河口貞徳「鹿児島県片野洞穴」『日本の洞穴遺跡』平凡社1967

6．河口貞徳「中岳洞穴」末吉町教育委員会1980

7・本田道輝「市来式土器」『西之表市納曽遺跡』鹿児島考古第12号　鹿児島県考古学会1978

8・本田道輝「市来式土器」『縄文文化の研究　4』雄山閣1981

9・山崎純男・島津義昭「九州の土器」『同　上』

10・富田紘一「三万田式土器」『同　上』

11・日高孝治・北郷泰道「中村遺跡」山田町文化財調査報告書第1集　宮崎県北諸県郡山田

町教育委員会1983

12・池畑耕一・中村耕治『大隅地区埋蔵文化財分布調査概報』鹿児島県埋蔵文化財調査報告

書（29）鹿児島県教育委員会1984

13・牧尾義則・坂本嘉弘・吉留秀敏「第2章　駒方C遺跡の調査」『大野原の先史遺跡』大

分県大野郡大野町所在遺跡群発掘調査報告書　大分県文化財調査報告第65輯大分県教

育委員会　1984

14・前川威洋『九州縄文文化の研究』前川威洋遺稿集刊行会1979

15・山崎純男「西日本後・晩期の農耕」『縄文文化の研究　2』雄山閣1983
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16．「道具と技術」『縄文文化の研究　7』雄山閣1983

17．別府大学考古学研究室「古閑遺跡」『吉保山・古閑・天城』熊本県教育委員会1980

18．島津義昭他「天城遺跡」『同　上』1980

19．石川恒太郎他「下弓田遺跡」日向遺跡総合調査報告第1輯　宮崎県教育委員会　1961

20．大分県『大分県史　先史篇工』1983

21．鈴木重治「尾立の石器」　宮崎県文化財調査報告書第14集　宮崎県教育委員会　1969

22．長野真一「宮ノ迫遺跡」　末吉町文化財調査報告書2　末吉町教育委員会　1981

23．出口浩他「一湊松山遺跡」　上屋久町埋蔵文化財調査報告書　上屋久町教育委員会

1981

24・鈴木重治・賀川光夫「陣内遺跡」日向遺跡総合調査報告第2輯　宮崎県教育委員会

1962

25．鈴木重治「松添貝塚発掘調査報告書」宮崎市文化財調査報告書第2集　宮崎市教育委

員会1974
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表6　　縄文土器観察衰

国
番
号
轟形

三 器　 ．面　　 調　　 整 色　　 調 文　 様
胎　　　　 土 焼成 グリッド名 備　　　　 考

外　 器　面 料 器　 面 底面 外器面 内器面 外器面 内器面

1 深鉢
日録部
I
非常に丁寧なよこへ
ラミガキ

ロ縁部～頸部は丁寧
なよこへラミガキ

黒褐色 黒褐色 芸晶差鎚 鮎
良好
d－6区 精製密研土器
口縁部と胴部下半にスス付着

軋 鶉 酵 糧 謡 芸孟 さ
橙　色

？
脚 色

リ以下の隙 鮎 ＋
e－8区
胴部内岩面に炭化物付着
色調に明暗あり

2 深鉢
ロ縁部
拘旛 ・
畠譜 急呈砦怨 淫

〆方向のヘアミガキ

固 張 詰
暗褐色 暗褐色

蕾萱菅野 鮎 ．
良好 g－8区

野 馳 甜

3 深鉢
ロ縁部
軸
ロ縁部～胴部上半は
よこへラミガキ
聖 篭 郎 方向の

具勢 頸部はよこ

肩部～胴部はよこナデ
にぷい
褐・色 脚 色

萌 善撹 蕾呈孟
良好 b－5区

4 深鉢
ロ縁部
繭
掛 覧 豊 口縁部～頸由は丁寧な

よこへラミガキ
頸部～胴部はよ仁ナデの
上を一滴軽くよこへラミガキ

黒褐色
暗褐色

法益呂

郊 恕
卑好 e－6区

哲諾 警憲 誘 あり

5 深鉢
ロ綾部
療 芋
口縁部～肩部はよこ
ナデ
警酎 鑑 描 法

呈警部～頸部はよこ

弊 誌誌 狸 現
にぶV′、
橙　色
にぶし、
橙　＿色

重量還 室歪？管
良好．i1 1区

6 深鉢
口縁部．

閂；．酌
よこナデ よこナデ にぷい

黄橙色 剛 ・
滞 蒜 蓄慧

良好 d－4区
謂 薯と胴部中央にス

．7 深鉢
ロ轡 呈警部～頸部はよこ‘霹 瑚 際 圭誓

にぷい
誌ぶ呂

－

きめが細かい
1ミ．リ以下わ砂粒を 良好 h－9区

純 躍 警点差

腎・3都 努曹譜 撃下半はヽ ラナデ
胴部下半はよこナデ

軍褐色 黒品色 多く含む

8 深鉢
口縁部
由
旦縁部は♂方向のナ
7‾矧 鋳 霜 ナデ

よこナデ にぷい
褐　色 橙　色

ややきめが粗い
房吉宮詣 去去孟不 良好 C一一3区′

招 草呂欝 芸莞

9 深鉢
ロ縁部

門；．酌

・日録部～肩部はよこナデ
の上を一部よこへラミガキ
胴部下半はヽ方向のへラ
ケズリ

よこナデ
暗褐色
？
橙　色

誌隼

褐　色

且 良好 g－8区
裾 呂晶孟頂 化彿付

着

10 深鉢
ロ稼部

碍よ普

冒撃郡～規都はよこ

邪 譜 撃下半は＼
よこナデ にぷい

赤褐色
にぷい
褐　色 －

芸買 樺 誌 去

含む
良好 h－10区 肩部に一部スス付着

11 深鉢
ロ緑部
繭 丁寧なよこナデ よこナデ

明赤褐色
i
暗褐色
彿瑠色

欝 野 馳 を
良好 g－10区

12 深鉢
蒜
粗雑なナデ

幣 鐙 鐸 工具に
橙‾ヰ 橙二色 －

・賛 尭濃 ㌫
良好 f－．7区 胴部中央にネス付着

13 深鉢
口縁部
軸 よこナデ よこナデ

橙　色

法益呂

褐？色

法敵 －

きめが細かい
琴製缶轡 号餌 の砂
粒及び少量のも5ミリ
十の／1ヽ石島会わ

良好 g－10区

14 深鉢
中線邸
転
口緑部～頸部はよこナデ
の上を一部よこへラミガキ
頭部～胴部は〆方向の丁
寧なナデ

よこナデの上を丁寧
なよこナデ
一部よこへラナデ

橙　色 橙一色 －

きめが細かい
1ミリ以下の砂粒
を含む

良好 C－6区
警視 外の外器面にス

15 深鉢
．口縁部

門：華

ロ縁部～胴部上半は
よこナデ
弊 下半は㌧方向の

よこ方向の貝殻条痕
の上をよこナデ 橙　色 橙　色

ややきめが粗い
去主よ誰 鵠 監● 良好 i－11区

胴部にスス付着
質偏 差宴甲 に‾部

16 深鉢
ロ縁部
繭
冒撃部～頸部はよこ

禦 ヂ同部は＼方向

ロ縁部～胴部は粗い
よこナデ
胴部下半はよこナデ

にぷい
橙　色 橙　色 －

語 数 莫翳
良好 a－6区

媚 精 詣 帯 も都

17 l′深鉢
ロ琢郡
？
口縁部はよこナデ
顆部～胴部上半は←方向

ロ緑部～頚部はよこナデ
胴部は〆方向の貝殻条

にぷし囁色
I 浅黄色 良好 g－9区

曹鮎 至論 ㌍ 評

摺 野 のへラケズリ
肺町下半はヽ方向の粗しサデ

痕の上を〆方向のナデ にぷい．
葺橙色

スス付着

18 深鉢
ロ縁部

門；．酌

冒警弊 胴部中央は

胴部下半はノ方向の
ナデ

瑠 夕霜 詣 吉事
明赤褐色 橙　色 －

きめが細かい
透明や茶色の砂粒を含む
2ミリ以下の砂粒を多
く含む

良好 a－7区

19 深鉢
ロ縁部
由
口縁部はヽ方向のナデあげ
胴部上半はよこナデ
胴部下半はV テ向の貝殻
条痕

よこナデ にぷい＿
橙　色
にぷい
褐　色 －

享三 ‡三 二十
良好 i－11区

ロ隊都から胴部にかけ
てスス痕あり

20 渾鉢
ロ縁部
舶 よこナデ よこナデ 橙　色 明赤褐色

l

～
良好 g－10区

等要望符呈外器即こ‾

21 深鉢

蒜 ロ縁部～頸部はよこ
ナデ
禦 認 知 畠譜

よこナデ にぷい
橙＿箆
にぷい
褐＿　色

良好 i－9区
遺 嘉墨匪 竺芸

22 深鉢
日録部
軸 丁寧なよこナデ にぶt‘、

橙　色 橙　色 －

萱轡 蓋蝕 を
良好 d－10区頸部にスス付着

23 深鉢
ロ縁部
軸
口綾部～頸部はよこナデ、
ーう部たてナデ頚部～胴部はよこ方向の
貝殻条痕の上を部分的に
上′＋ヂ

由縁部～頚部はよこナデ
頸部～胴部はよこ方向
の貝殻条痕の上を部分
的によこナデ

にぷい
褐　色 橙　色

喜芸寄贈 品 を
良好 d－6区

蓋謬 掛 乏至芸

24 深鉢
ロ稼都
繭 よこナデ

浅黄橙色

法益呂
にぷい
赤褐色 －

孟哲 盲莫ね
良好 d－6区

25 深鉢
ロ鹿部
転
口縁部～頚部はよこナデ
諦 毘 琵昌益左三蒜
銘 品 まヽ方向のげ

よこナデ
臨ぶ旨

嚇 ら抱

にぷい
褐　色

きめが細かい
黒雲母や白色砂粒を含む
1ミリ以下の砂粒を多
く含む

良好 f－7区
謂 監 禁 芸芸；
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国
番
号
器形

器　部
ロ郎内径
既 皿

器　　　 面　　　 調　　　 整　 一 色　　 調 文　　　 様
胎　　　　 土 焼亘 グリット名 備　　　 考

外　 器 ‾　面 内　 器　 面 底面 外器面 内器面 外器面 ‘円器面

26 深鉢

口按都
軸 ロ縁部はよこナデ
郡 霜 這誓 ナデ よこナデ ナデ

にぷい黄橙色
Z
にぷい
橙　色

にぷい‾
黄橙色 －

了亨緒 露営品 を含

む
良好 a－6区

胴部にネス痕あり

27 深鉢
蒜 ロ線部～肩部は軽いよ
こへラミガ号
胴部は丁寧なたてナデ

丁寧なよこナデ 暗赤褐色 黒褐色 －

ややきめが細かい
轟 謎 詣 曽色や茶 良好 g －7区

畢 聖 買主肩部に

28 深彿 ロ縁部
呂軒 雫箪孟完 言い

よこナデ 橙　 色 にぷい橙　 色

口唇部下2
～6cmに貝殻腹縁によ

きめが細かい
少量の石英及び3～．4 ミリ
大の小石を含む 良好 h－11区

呂靂酢 監 詣 苦

り＿（30．4） 口は㌧方向のナデ 募ロッキン 0，5～2 ミリ前後の砂粒を
含む

29 深鉢
ロ緑部

頸 I部
よこナデ 義等芸蒜 孟孟

にぷい
褐　色
にぷい
橙　 色

口唇部に不
連続沈線2
条
肩部に沈線

波項部に
へラ押圧
きざみ

誓 言鶉 習品 を多

く含む
良好 g－6区

野 譜 ㌫ 付去

30 深鱒
品学芸 品評 鰯 淫望至冒貰

いはヽ 方向のナデ
よこナデ にぷい

橙　 色
灰黄褐色
部分的に
にぷい橙

痺 ややきめが．粗い
少量の黒雲母、石英の細砂
粒を含む
1～4 ミリの砂粒を多く含む

良好 C－7区
波状口雇
粗製土器
口縁端部と胴部にスス付着
波項部は4か所か

31 深鉢
ロ縁部

将 と伴

口縁部は．♂及び、方向の
ナデ

譜 鴇 瑠 貯 宥

なよこナデ
胴部はよこ方向の貝殻
条痕の上を一部ナデ消し

にぷい にぷい
－

ややきめが細かい
2 ミリ以下の茶色や白っぼ良好 f－3区

波状口緑
半精製土器

頚部～胴部はよこナデの・
上を粗雑なよこへラミガキ

黄橙色 褐　色 い砂粒及び5 ミリ大の小石
を少量含む

外器面、特に頚部にスス付着
波頂部は4か所か

32 深鉢
口縁部

胴 ？部

ロ縁部～肩部はよこナデ
胴部は～あるいは〆方
向のナデ

ロ縁部～頸部は丁重
なよナナデ にぷい にぷい

－

ややきめが粗い
少星の黒雲母、石英の細
砂粒を含む 良好 C－7区

波状口緩
粗製土器

　 」頸部、胴部はよこナデ 黄褐色 黄褐色 0．5～3ミリの砂粒を多く
含む

外器面全体にうすくスス付着
波頂部を欠くが4か所か

33 浅鉢
ロ縁部
軸
距 置 蒜

丁寧なよこナデ
暗褐色

妄壷呂

装鮎 ．

黒鳥色

遽 警覧
ややきめが粗い
1 ミリ以下の砂粒を多く
含む
2．5　ミリ大の砂粒も少し
含む

良好 ト d区
禁警鮎 聖雛 品 毘

る

3年 浅鉢
日録部
軸 丁寧なよこナデ よこナ≠ 橙　色 にぷい

橙・色 －

きめが細かい
少量の石英、白色砂粒を
含む
0．5～1 ミリ前後の砂粒
を含む

早好 h－11区

35 浅鉢
ロ縁部
軸
口縁部はよこナデ
胴部はよこナデの上を

一部丁寧なよこナデ

よこナデ 暗褐色 裾．色 －

群 警衛 耕

含む
良好 h－10区 粗製土器

36 浅鉢
ロ縁部
扁 酌 丁寧なよこナデ 丁寧なよこナデ

浅黄色
さ，
黒褐色
明赤褐色 － 良好 C－9区精製土器

37 浅鉢
ロ縁部
軸 諺 髭 壷需 票

ミガキ
丁寧なよこナデ

誌ぶ呂

黒晶色

にぷい
黄褐色

ロ縁部に沈
線2条
頚部にたて
へラキザミ
1帯

慧 摘 録
良好 h－9区精製土器

38 浅鉢 ロ緑部

（21．8）

よこナデの上をよこへ
ラミガキ

よこナ．デの上をよこ
へラミ．ガキ

にぷい
赤褐色
にぷい
赤褐色

昌緩菅妄

】

弼 放 射 去
良好 e－10区 精製管研土器

39 浅鉢
日録部
転 郭
献 品 去王芋ミラ

ミガキ

よこナデ
畢

灰黄褐色
灰白色
韻 響覧 羞董粁 泌 砂

やや
不良
g－7区

軍琴監 芸化が著し

40 浅鉢
ロ縁部

鞄施 よこへラミガキ 丁寧なよこナデ
橙　色
～
暗赤褐色

嘩

黒　 色
－

きめが粗い
1 ミリ以下の白色半透明
砂粒及び白色砂粒、0．5
ミリ以下の砂粒を多く含む

良好 e－7区
豊 警誓票 れる

41 浅鉢
口縁部
軸
範 警叢蒜

丁寧なよこナデ
橙　色
？
暗赤褐色
黒褐色 －

．きめが粗い
1 ミリ以下の白色半透明
砂粒及び白色砂粒を含む
1 ミリ以下の砂粒を含む

良好 f－．8区
精製麿研土器
産品晶票‾個体の可能

42 浅鉢
ロ縁部
軸 よこへラミガキ よこへラミガキ 灰詫褐色 褐灰色 －

亭錘 魁 鉛 畠ミ
良好 g－7区

許 勒 謂

43 深鉢 ロ縁部 よこナデ よこナデ にぷい
橙　 色 橙　 色

貝殻腹縁
文2列

少量の石英の細砂粒及び
3　ミリ大の小石を含む
0．5～2　ミリ大の砂粒を
含む

良好 a－8区

44 深鉢 ロ縁部
瑠 雫群 品 差‡言

ナデ
よこナデ にぷい

褐　色
にぷい
褐・色

諾 霞悟

る刺突列点
文3列・と沈
綾

董萱草端 芸 楯 を
良好 h－11区 波状口縁

45 深鉢
日録部

胴？部

諸 部は／＼方向の鯛

口細 下半～胴部はよこ
諸 芸圭駐 欝 豊 撃

口縁端部はハ 方向の
貝殻条痕
ロ縁部下半～胴部は
西方向交互に貝殻条痕

灰褐色 にぷい
赤褐色

膵 ．夏至雪；萱芸芸慧芸芸慧

良好 C－7区
寧臍 撃関 る

46 深鉢 ロ縁部 貝殻条痕の上をよこナデ
貞義姜窟まヽ 方向の にぷい

褐　色 明赤褐色
ロ縁屈曲
鞘 賓

言語 芸富警写す茶色
良好 f－6区

波状日録
波頂部先端は欠損

47 深鉢 日録部
ロ縁部はよこナデ
馳 語 弊

よこ方向の貝殻条痕
の上をよこナデ

にぷい
黄褐色 橙　 色

舅酔 ややきめが粗い
黒雲母や白色砂粒を含む
1 ミリ以下の砂粒を多く
含む

良好 d －9区
波状口縁
波頂部は平たく仕上げ
る

48 深鉢 ロ縁部

・韻 語部はよこ方向の貝

口縁部下半～胴部上位は
よこ方向の貝殻条痕の上
をよこナデ

ロ縁端部はよこナデ
口嫁部下半はよこ方向
の貝穀条痕の上を一部
方ヽ向の貝殻条痕

にぷい
赤褐色
明赤福色
躇 要撃

列

轄 翫 蝕 を含

む

良好 d－6区
波状口縁
波頂部は丸く仕上げる

49 深鉢 口稼部
巳嫁端部は〆＼方向のナ
フ‾
口縁部下半はよこ方向の
貝殻条痕の上をよこナデ

よこ方向の貝殻条痕
の上をよこナデ にぷい

褐　色
にぷい
橙　色

易襲 撃

列

重量詳 岩英の細砂粒を・．

最 孟蹄 卵 畜畠す 良好 d －6区
波状口線
外器面全体にスス付着

ド0．深鉢 口綾部 よこナデ よこナデ にぷい
黄橙色
にぷい
黄橙色

覇畢 撃

沈線 1粂

亨富野 の袖 を多
良好 ムー10区

波状口縁か

－44－
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51 深鉢 口縁部
よこ方向の貝殻粂痕
の上をよこナデ よこナデ 芦褐色 橙　 色

貝殻腹縁刺
突文2列

きめが細かい
郡 語群 歎 鵠 良好 C－10区

52 深鉢 ロ姦部
よこ方向の貝殻条痕
の上をよこナデ

よこ方向の貝殻条痕
の上をよこナデ

にぷい
褐　色 褐　色

貝殻腹縁刺
突文1列

簑 毒害諾 い

1 ミリ前後の砂粒を含む
良好 d－3区

愕 文の‾部にスス

53 深鉢
口縁部 日録部～肩部はよこ 口嫁部～頚部は丁寧な

ヽ
橙　 色 にぷい －

きめが粗い
良好 b －5区

波状口緑
l？

隙け下半
ナデ
胴部は 方ヽ向のナデ

よこナデ　r
頚部～胴部はよこあお
は♂方向の粗い．ナデ

0．5～2 ミリ前後の砂粒
を含む

粗製土器
口緑端部と頸部にスス付
胴部下半内岩面に炭化
物付着

橙　色 少量の3ミリ大の砂粒を含む

54 深鉢
口緑部
？
胴　 部

諾 需 整 三

7‾

口綾部は丁寧なよこナデ
頚部はよこへラナデ
撃 は＼方向のへラケ 明褐色 明黄褐色

認 廉

文3粂

ややきめが細かい
1～3 ミリ大の砂粒を
含む

良好 i－11区

．

55 深鉢
口縁部
と
胴　 部
粗いよこナデ 粗いよこナデ 橙　 色

暗頓 色
亡
にぷい
赤褐色

－

重量澤 契翳宗砦
良好 h－11区

56 深鉢 ロ縁部 よこナデ よこナデ 橙　色 橙　 色
貝殻腹緑に
よるロッキ
ング1列

きめが粗い
1．5 ミリ以下の砂粒を多
く含む
少量の3ミリ大の小石を含む

良好 a－9区 波状口縁
／

57 深鉢 口縁部 よこナデ 粗いよこナデ 明赤褐色 橙　 色
曇鞄 廷

ロッキシグ

蕾萱至翫 晶槻

良好 g－10区

58 深鉢 ロ縁部 よこナデ
皇書瑠 幣 翳

7‾
明赤褐色 明赤褐色

呂裏 雛

よるロッキ
ソグ1列

孟蔓董警亨替畠捕

良好 f－6区

59 深鉢‘日録部
呂前 淫芳美高㌘

ナデ
よこ方向の貝殻条痕 にぷい

赤褐色
にぷい
黄橙色

鼎 藍 喜登醜 完細碑 を

1ミリ以下の砂粒を含む

良好 a－10区

60 深鉢 日録部 よこナデ
空書聖豊 野 痕の

橙　 色 橙　色
貼 完瑠 きめが細かい

ぞ㍊ 以下の砂粒を多 良好 a－10区

61 深鉢 ロ綾部
冒幣 厚部はよこ↑

冒撃享部は丁寧なよ よこ？ラナデ
にぷい
赤褐色
にぷい
赤褐色

肥厚部に凹
線2条とよ
こへラ痕

良好 1－10区
呈如 厚部にスス付

6宰 深鉢 口縁部
口善部はよこナデの上
を一部貝殻粂痕
日経下部はたてナデ（指ナ
デか）の上を一部よこナデ

◆一方向の粗いナデ にぷい
橙　 色 橙　 色

道 警著に

痛 言馨に

ややきめが粗い
露 昌去論 鋒 言う 良好 d－6区

波状日録
莞習票霜 鮎 監守

63 深鉢 ロ綾部 よこナデ よこナデ 灰褐色 灰黄褐色
口唇部に不連
続沈線2条

．「ハ」の字状刺突文2個

蜘 こ
へラ押旺
きざみ

きめが粗い
窯雲母及び石英の細砂粒
を含む
0．5、3ミリの砂粒を含む

良好 g－7区

恋 呈葉

64 深鉢 日録部 よこナデ 〆方向のナデ
にぷい
褐　色
？
灰黄褐色

にぷい
褐　 色

謂 曹昆 ややきめが粗い
0．5　ミリ以下の白っはい
細砂粒を多く含む
少墨の2～3 ミリの砂粒
を含む

良好 f－6区
波状日録
波頂部を押えて平ら
にしてある

65 深鉢
口縁部 冒学部は丁寧なよこ 巳縁部はヽ 方向のナ にぷい

褐　色
にぷい 頚部に沈線 口　　」

へラ押旺きざみ

ややきめが粗い
良好 g－3区

波状口縁
？
頸　 部
ぢ 酢 芋讃 弊 7‾瑠 曹誓 言学部は

」　　ヽ
褐　色
2条 1～5 ミリ大の砂粒を

含む
頸部上位にスス付着

66 深鉢 ロ縁部
呂轟翫 晶 冨ナ

7‾
粗いよこナデ にぷい

褐　色 橙∵色

要撃 配

れるロッキ
ソグ

　 」
へラ押王
きざみ

重義 蒜 蓋轡 冒契

良好 i－4区
波状日録
循 面の‾部に云ス

67 深彿 ロ縁部 よこナデ よこナデ にぷい
赤褐色 橙　色

口嫁端部に刺
突列点文と沈
線
波頂部にきざみ

きめが細かい
2～4 ミリ大の茶色の小
石を含む
1 ミリ以下の砂粒を多く
含む

良好 a －7区
野 鼠 こ一部スス

68 深鉢
日録部
？
学 部
よこナデ

よこ方向の貝殻粂痕
の上をよこナデ 橙　 色 橙　 色

口踪端部に沈
線3条。刺突
董：猫 額

線6条。

‡芸富警諒 払 う
良好 e－10区

開 院 。

69 深鉢
ロ縁部
？
頸　部

よこ方向の貝殻条痕
の上をよこナデ よこナデ にぷい

褐　 色 明褐色
口縁端部に沈
線2条
頚部に刺突列
点文と沈線3粂

喜評 批 細槻
良好 d－3区

蛮墓呈葉

70 深彿 頸　部

！

よこナデ
頸部上位はよこ方向の貝
殻条痕の上をよこナデ
頚部の？ぎめはよこナデ
胴部はよこ方向の貝顛条痕

にぷい
赤褐色 灰褐色

竃 繋 群 書喜雛 柵
良好 a－5区 ス

71 胴　部 よこナデ よこナデ 橙　色 橙　 色
雷要続沈線 きめが細かい

あ蒜鮎 呈昌うす茶色 良好 g－8区

72 深鉢
日録部
I
頸　 部
よこナデ

品幣 誓至ミ誓 デ にぷい
黄橙色
灰黄梅色 －

卓域 喜掌指 孟以

良好 i－7区

73 深鉢 ロ縁部
よこナデの上を粗雑
なよこへラナデ よこナデ 黄灰色 灰黄褐色 －

きめが細かい
黒雲母、角閃石、石英の
細砂粒及び1～3 ミリ大
のうす茶色や白色の砂粒
を多く含む

良好 k－9区
口縁端部とロ縁下部
にスス付着

74 深鉢 ロ縁部 よこナデ よこナデ にぷい
黄橙色
にぷい
黄橙色

薬 票 書芸乃 邑白色槻
良好 k －9区

75 深彿 口綾部 よこナデ　ー よとナデ 職 灰黄褐色
皆付突帯1 喜萱聖 甥 親

良好 a－8区



軽
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＋

深鉢

器，部 i

（叫
器　　　 面　　　 調　　　 整 色　　　 調 文　　 様

胎　　　　 土． 焼成 グリッド名 備　＿　考 I
外 器 面 l 内 器面 底　　　 面 外器面 申器面 外器面 内器面

ロ縁部 粗いよこナデ よこナデ －
にぷい
褐　色
褐　 色
葬監 蒜 享 套 三

良好 1－9区 突帯の下部に

スス付着

77 深鉢 日録部 よこナデ よこナデ － 暗灰黄 壷妖 色 多粂細沈
線 －

きめが粗い
0．5 ミリ以下の細砂粒を
含む

良好 e －6区 粗製土器

7由浅鉢 日録部
口縁部？肩部は
よこへラミガキ
胴部は丁寧なよ
こナデ

口緩部一一頚部は
よこへラミガキ
頚部～胴部はよ
こナデ

－
淡黄色
i
褐灰色

にぷい
慧 芸 ロ縁部に
沈線1粂

坪 三 子 十〕三
良好 b －6区 精製磨研土器

79 浅鉢 ロ縁部 よこへラミガキ
よこへラミガ
キ －

黒褐竿
i
褐灰色
果褐色 ロ縁帯に
凹線2条 －

きめが細かい
半透明及び透明な砂粒を含む
0．5 ミリ以下の細砂粒を多く
含む

良好 h－10区 精製磨研土器

80 浅鉢
日録部
1
胴　 部

よこへラミガ
キ

ロ縁部はよこ
へラミガキ
聖 賢ヂ な － 黒褐色 灰黄褐色 －

ややきめが粗い
1 ミリ以下の砂粒を含む

良好 f－7区

81 浅鉢
ロ縁部
i
胴　 部

よこナデの上
を軽いよこへ
ラミガキ

よこナデの上
を粗いよ与へ
ラミガキ － 祐灰色 黒褐色 －

畢 きめが細かい
白色半透明や茶色の砂粒を少
し含む
0．5 ミリ以下の細砂粒を多く
含む

良好 f－8区 精製磨研土器

82 深鉢
底　 部

（10月）
よこナデ

窮 鼠
料 色 にぷい
黄橙色 －

端 数 慧 冨雷雲
良好 a －7区 平底

．83 深鉢
底　 部

（6．9）
よこナデ

←方向の板ナ
デの上をよこ
ナデ

告軍 曹 撃 の

哲 学岬 形方向 橙．箆
にぷい
橙　 色 －

きめが粗い
昌；品 呈普哲のうす茶 良好 f －8区 完形、平底

84 深鉢
底　 部

（8．2）
よこナデ よこナデ

外器面はぎらついた
表面を円形方向に軽
こくナデ内器面は円形方向に
ナデ

にぷい
黄橙申

にぷい
橙　 色 －

重量芸潤 施
良好 h －8区

敵 地 ヒ

85 深鉢
底　 部 丁寧なたてナ ＼方向のナデ

菅野 豊 野 の
にぷい 橙　 色

i －
きめが粗い
、l　後虻確　⊥　4、 良好 a －8区 平底

（8．4） ．．．．＿°7‾ （半光沢あり） 塘 曹滑 、円形 ．橙　色 褐灰色 3 ミリ前後の沙粒を少し含む
1ミリ以下の砂粒を多く含む

86 深鉢
底　 部

（5．3）

1方向の粗い

ナデ

丁寧なよこナ

＿．＿ナフ‾

．膠 禁 芸

橙　色 黄灰色 －
ややきめが粗い
ガラス状の細砂粒を多く含む
1ミリ以下の砂粒を多く含む

良好 i－7区 完形、平底

‘87 深鉢
底　 部

（甲・4）

1方向のへラ
ケズリ　 ．

よこナデ
・膠 監

にぷい
橙　色

橙　 色

浅黄誌 －

きめが細かい
少量の雲母、石英の細砂粒及
び3・ミリ．大の砂粒を含む
1ミリ以下の砂粒を含む1

良好
b－10区
＋
b－1 1区

完形、平底

88 深鉢
底　部

（8．0）
たてナデ

よこナデの上
を部分的にた
てナデ

外器面はざらついた
表面を円形方向に軽
くナヂ
内器面は円形方向に
ナデ

橙　色 橙　 色 －
票 頂 砂粒を少

し含む
良好 h－1 1区

翫 詣 ぎ

している

89 深鉢
底　 部 たてへラミガ よこナデ

外器面は円形方向
にへラミガキ 赤褐色

にぷい
赤　 色

－

ややきめが粗い
うす茶色の1ミリ以下の砂粒
を多く含む 良好 g －9区

精製磨研土器
平底

（6・9）キ 曹 撃ま円形方向 日′　色 少量のガラス状の細砂粒を含
む

胴部下半内器面
に炭化物付着

90 深鉢
底　 部

（6．3）

軍置 ：‡
よこナデか

昔聖 豊 聖 の

内器面は不明
橙　色 橙　 色 －

きめが細かい
2 ミリ以下の白色砂粒を含む
少量の3 ミリ前後の茶色の砂
粒を含む

良好 a －6区

91 深鉢
底　 部

（7．3）
よこナデ よこナデ

膠 濫
にぷい・
橙　e

暗灰黄色
i
浅黄色 －

ややきめが細かい
孟靂 主星詣 孟す茶色 良好 j－1 1区 完形、平底

92 深鉢
底　 部

（8．1）

粗雑なよこナ

7‾

粗雑なよこナ
＿一°7‾

湛 鎧
溌黄橙色 浅黄橙色 －

嘉好 転 蹄
良好 b －8区

わずかに上げ
底気味の平底

93 深鉢
底　 部

（10．0）

よこ方向の粗
い貝殻粂痕

よこナデ
精 霊緒 論 向

にナデ
橙 ．色 橙　 色 －

きめが粗い
恋 遠近 喜謁 望 ㌘ 良好 d －3区 平底

94 深鉢
底　 部

（6．1）

丁寧なたてナ

＿・．＿ナ7‾

丁寧なよこナ
ノ7‾

苧壷告胃敷 島監

ナデ
赤褐色 褐　 色 －

贈 鋲 職 掌
良好 b －9区

簑 垂警炭化

95 浅鉢
か

底　 部

．（3・8）

たてへラミガ
キ

剥離の．ため不
明（ナデか）

外器面は円形方向
にベラミガキ

黒褐色 －
孟喜萎響萱邑っぽい細砂

良好 i－10区

精製磨研土器・
完形
上げ底
内岩面に一部炭
化物が付着

96 浅鉢
底．・部

（5．5）

たてへラミガ
キ

＜」＞方向の丁
寧なナデ

外器面はよこ方向
にへラミガキ

無褐色 にぷい
黄褐色 －

喜渾 独 苦葦で

良好 i－1‘0区
精製磨研土器
上げ底

97 浅鉢
底　 部 丁寧なたてナ 丁寧なよこナ 内・外器面はとも 浅黄色 灰黄色

－

きめが粗い
ガラス状の細砂粒を含む 良好 j－10区

精製土器
わずかに上げ

（4．6） ＿一°7‾ ＿・＿ナ7‘ に丁寧なすデ i
黄灰色

i
黄灰色

1 ミリ以下の白っぽい砂粒や
うす茶色の砂粒を多く含む

し＿底・

98 口縁甲
丁寧なよこナ

＿ナ7‾

鍔 芸孟孟

－
にぷい
褐　色
にぷい
褐　 色

拶 峯

良好 h－1 1区
精製土器
波状日録

99 ロ緑部
丁寧なよこナ
デ及びたてナ
．．．．・＿す　　．フ‾

よこナデ ・ －
にぷい
廻 ′色
にぷい
褐　 色

膠 蘇 萎茎野 、白色の槻
良好 f－8区． －

1㈲
脚　台

（3．2）

よこへラミガ
キ へラ．ミガキ くりぬき後無調整 暗赤褐色 黒褐色

卸台部に沈
線5条及び貫
通する透し
底面にはく‘
りぬきあり

蒜 猫 恕
良好 d－10区

精製磨研土器
完形・

－46－



図
番
号
器形
器　部

（駅 皿‾）
器　　 面　　 調　　 整 色　　　 調 文　　　 様

胎　　　　 土 焼成 グリッド名 備　　 考
外 器 面 内 器 面 底　 面 外器面 内器面 外器面 内器面

101 脚　台
（2．1）
丁寧なたてナ
＿＿ナフ‾

円形方向に丁
寧なナデ 丁寧なナデ にぷい

褐　 色
にぷい
褐　色

野 蓋

－
孟讃 誓批 ぽい細砂

良好 i－11区 精製土器、完形

102
脚・台
（2．8 ）
丁寧なたてナ

フ‾

円形方向に丁
寧なナデ 丁寧なナデ，明赤褐色 明赤褐色

盟学芸蓋

し －

きめが粗い
皇告詣 忘茶色の細砂粒 良好 f－6区 精製土器、完形

103
脚　台
（2．7）
たてへラミガ
キ －

冒欝 買

ラミガキ

にぷい
褐　色

盟雫覧蓋

し －
ややきめが細かい
白色の細砂粒を含む 良好 C－3区 精製磨研土器

104 脚　 台
（4．4）

たてまたはよ
こ方向のへラ
ミガキ

円形方向に

へラミガキ
明赤褐色 －

野 蓋
－
謹 撰 蓋呂色不透明な

良好 b －9区 精製磨研土器

105 脚　台 よこナデ ナデ 円形方向に
ナデ

明赤褐色 にぷい黄　 色

側面に交
差貫通す
る透し －

ややきめが粗い
舞 霜 岩石娼 袈 告芸 良好 f－7区 上部、脚部とも欠損

106
脚　 台
（6．0） たてナデ

円形方向にナ

7‾

円形方向に
ナデ

にぷい
橙　色
にぷい
橙　 色 － －

接 触 宇 土二

良好 i－1 1区 はは完形
やや大型である

107 皿　 部

口縁端部はよこ
へラケズリ
口緑下部は

呈学部はよこ

－
にぷい にぷい 赤色顔料

粘土帯貼付
文

辞 職 瑠 紛

良好 g －9区 赤色顔料は赤土lコ　　　ヽ下止　方向のへラ
ケズリ

禁 勢 朋 赤褐色 褐　 色 塗布 その上に赤
色顔料塗布 か

108 皿　 部
よこまたは〆
方向のナデ

よこまたは ／ヽ
菅野 へ ノ 橙　色 にぷい褐　 色

評 品 掘 炉

品 超 需

ややきめが細かい
害謬蒜詣 透明砂臥 白

2 ミリ前後の灰色砂粒も含
む

良好 ・g－10区

109 皿部か よこナデ
鼎 賢

－
にぷい
赤褐色
にぷい
赤褐色 －

口唇部に隆
起あり。赤
色顔料付着
沈線1条

きめが細かい
1～1．5 ミリ大のうす茶色
の砂粒を含む
0．5 ミリ以下の細砂粒を多
く含む

良好 C －3区

110 皿　 部
口緩部貼付文付
票憲孟品 汽

方向の貝殻条痕

も 方向の貝

殻粂痕 － 明赤褐色明赤褐色
羞壁籠

貝殻腹縁
刺突文

きめが細かい
白色や透明な砂粒を含む 良好 a －5区 波状口縁か

111 皿部か
品 歪翳呈塁

＼方向のナデ

姦 轟整 畢

－ 明褐色 明褐色 －

ロ緑端部に
刺突列点文
と貝殻腹緑
押圧文

ややきめが粗い
去去過 詣 巳色細砂粒 良好 d －5区

112 脚　 台 よこナデ 円形方向にへ
ラケズリ

円形方向に

へラケズリ
明赤褐色
皿・脚台
部とも
競 い赤
かぎ状沈
線文 －

きめが細かい
0．5 ミリ前後の砂粒を含
む

良好 i －9区 皿部内器面には
段がある

113 l脚　 台 よこナデ
円形方向にナ

＿＿．ナフ‾

円形方向に
ナデ

橙　 色
鮎 瞥

轟 色 － －

きめが細かい
1－2 ミリの砂粒を多く
含む

良好 b －6区

114 脚　 台 粗いよこナデ 円形方向にへ
ラミガキ

円形方向の
ミガキ

明赤褐色
皿部
琶赤褐 － －

曇蓋蓋萎鎧 や茶色

良好 h －9区

115 脚　 台
（13の よこナデ

よこ方向のナ

7‾

円形方向に

ナデ
橙　 色

皿部
にぷい黄橙色
雛 部 － －

きめが細かい
定 義主よ超 曽誌 灰 良好 j－11区 ほぼ完形

116 脚　 台
（135）
よこ方向の貝
殻条痕 －

ヽ 方向の
貝殻条痕 明赤褐色

脚台部
にぷい
橙　色 － －

亘‡瀧 の茶色の繊
良好 h－10区

117
脚　台
（5．3 ） よこナデ

円形方向のナ
．＿．．P7‾

たて方向の
えぐり

橙　 色
蓋壷讐 沈線
貝殻腹縁文
貫通する透
し

－

きめが細かい
0．5～1 ミリ前後の砂粒
を含む

良好 b－8区 透し孔は4 カ所
と思われる。

118
土器
片錘 胴部片 ナデ　ー ナデ －

にぷい
褐　 色
にぷい
橙　色 － －

きめが細かい
ガラス状の細砂粒を含む

良好 f－7区 完形。楕円形

119 土器片錘 胴部片 ナデ ナデ －
にぷい
橙　 色
にぷい
橙　色 － －

蓋芸雲鮎 の茶色の槻
良好 g－1 1区 完形。楕円形

120 土器片錘 胴部片 丁寧なナデ 丁寧なナデ －
にぷい
褐　 色
にぷい
黄橙色 － －

きめが細かい
1 ミリ以下の砂粒を含む 良好

f－8区 完形。楕円形

121
土器
片錘 胴部片 丁寧なナデ 丁寧なナデ － 褐　 色 灰黄褐色 － －

きめが細かい
微細な砂粒を含む 早好 C－6区

半欠
精製土器片・
楕円形か

122
土器
片錘 胴部片 ナデ ナデ －

にぷい
橙　 色
にぷい
黄橙色 － －

志賀 響砧 の砂粒を含

む
良好 f－5区

123 土器片錘 胴部片
貝殻粂痕の上
をナデ 粗いナデ －

にぷい
褐　 色 褐　色 － －

蓋量羞冨瓶 緒 言自
良好 a －6区

124 土器片錘 胴部片 粗いナデ 丁寧なナデ －
にぷい
黄橙色
にぷい
黄橙色 － －

昌昌暮雪糟 呂の細砂粒

を含む
良好 g －．8区 完形。方形

125 土器片錘 胴部片 ナデ ナデ －
にぷい
褐　 色
にぷい
橙　色 － －

きめが細かい
透明やうす茶色の細砂粒
を含む

良好 g －6区

完形。方形
外器面側のみ一部
切目から沈線がの
崇 誌甥 面帥こ



図
番
号
器形 器　 部

器　　 面　　 調　　 整 色　　　　　 調 文　　 様
胎　　　 土 焼成 グリッド名 備　 考

外　 器　 面 内器面 底面 外　器 面 内器面 外器面 内器甲

126
土製
円盤
胴部 片 ナ　 デ ナ　 デ にぷい黄褐色 にぷい橙色

誓 書聖 獣 砂粒を

含む
良好 a －5区

要撃零砦に

127
土製
円盤
胴．部 片 ナ　 デ ナ　デ にぷい橙色 にぷい黄橙色 －

言語 を許 す茶色
良好 g －4区 完形

128
土製
円盤
胴部片か 貝殻条痕の上をナデ ナ　 デ にぷい褐色 にぷい橙色

票 緒 猷 砂粒を

含む
良好 h－10区 完形

129
有孔
円盤
胴 部 片 貝殻条痕 ナ　 デ 橙　色 橙　色 －

孟言量喜粘 色の砂
良好 j－11区

琴 径8・5

130
有孔
円盤
胴 部 片 貝殻条痕 ナ　 デ にぷい黄橙色 橙　色 －

盲‡羞富先 誌 冨
良好 i－9区

窮 径。ミ

リ

麦7　土器片錘計測表

番　 号 出土地区 型 式
長 軸

と777

短 軸

cm

厚 さ

C777

重 さ

ダ
備　　 考

図 1 1 8 f － 7 区 A 2．8 9 2．0 1 1．1 7 7．2

図 1 1 9 g －11 区 A 2．5 3 2．0 5 1．0 5 6．1

図 1 2 0 f － 8 区 A 3．5 6 2．1 0 0．8 0 9．1

図 1 2 1 C － 6 区 －
（3．3 6）（2．6 6）（0．9 （） （8．か 半 欠

図 1 2 2 f － 5 区 C 4．8 2 3．3 2 1．0 0 2 1．7 片側のみ有溝

図 1 2 3 a － 6 区 C 3．2 2 1．9 2 0．8 8 6．3 片側 のみ有滞

図 1 2 4 g － 8 区 A 4．4 0 4．1 2 0．6 3 1 8．2

図 1 2 5 g － 6 区 A 3．5 6 2．4 6 1．9 5 1 2．5

No． 1 7 1 a － 7区 A 2．9 5 2．2 5 0．9 9 7．1

No． 5 0 3 C － 8 区 A 3．6 6 3．0 5 1．0 5 1 5．2

N o．1 1 29 C － 4 区 A 3．2 7 2．3 7 0．5 5 6．5 精製 土器 片

N o．2 3 40 h － 9 区 A 3．3 0 2．8 3 ・1．0 2 1 2．3

N o．2 3 4 7 a － 9 区 A 2．9 3 （1．9 3） 0．9 7 6．4
短軸喘一部欠損
口縁部片

N o．2 3 5 1 a － 8 区 A 3．8 4 2．7 6 0．9 9 1 1．9 精製 土 器片 か

No．2 4 3 7 b － 5 区 A 3．7 5 2．7 5 1．1 2 1 5．2
一部欠損，略方形
外器面側にスス付着

No．2 5 3 9 f － 7 区 A （3．6 4） 2．6 4 1．0 4 （1 3．か 長軸喘一部欠損

No．3 1 1 6 g －11 区 A 2．5 6 1．9 8 0．7 6 5．3

No．3 1 8 6 i －10 区 A 3．9 2 2．9 8 1．0 0 1 3．7

No．3 3 3 2 f －10 区 A 3．7 0 3．4 3 1．0 0 1 4．0 略方 形

No．3 4 3 3 h － 5区 A 3 ．4 4 2．8 8 0．8 7 9．5
一部欠損
精製土器片

No．3 6 10 d － 7区 A 4．0 4 2．0 8 1．3 9 1 4．1

N o．38 6 7 b － 8区 A 3．1 1 1．7 7 1．1 6 7．8

N o．3 9 9 2 b － 5区 A 3．0 0 2．2 9 0．9 3 7．2

N o．3 99 6 b － 5区 A 3．6 0 1．9 5 1．0 7 9．2

－48－

番　 号 出土地区 型式
長軸

（コⅥ

短軸

のⅥ

厚さ

の男

重さ

g
備　 考

No．5120 jJ O区 A 3．1 0 2．23 0．6．0 5．5 精製土器片

No．5469 g －7区 A 3．7 5 2．45 1．1 5 12．6

Nn 549 2 f－7区 A 3．3 5 1．95 1．2 0 9．0

No．5523 g －8区 A （2．8 3）2．38 0．9 0 （7．の 長軸端一部欠損

No．5899 g －9区 A 2．8（〕 2．2 1 0．94 7．3

No．6072 h －7区 A 3．07 2．18 1．25 9．6

No．6173 g －8区 A 4．15 3．12 0．65 10．8
精製磨研土器片
頸部片

No．2477 e －6区 3．03 2．4 4 0．70 6．1
末製品（楕円形，
切目なし）

No．3822 f －6区 3．39 2．76 1．20 12．7
末製品（・楕円形．
切目なし）

Nn 4632 h J l区
－
3．88 2．9 8 0．84 13．4

未製品（楕円形，
切目なし）

No．5191 d －9区 包．04） 2．59 0．4 0 （6．3）

未製品（方形，切
目なし）
精製磨研土器片。

一部欠損

表8　土製円盤・有孔円盤計測表

番 号 出土地 区
長軸

C777

短軸

C椚

厚 さ

C7裾

重 さ

g
備　　 考

図 1 2 6 ．a － 5 区 5．1 0 4．7 0 1．2 0 3 2．3 土製 円盤

図 1 2 7 g － 4 区 5．0 4 5．0 2 1．0 0 2 9．3 土製 円盤

図 1 2 8 h － 1 0区 3．3 2 3．2 7 1．0 5 1 4．1 土 製円盤

No．4 6 9 1 g － 1 1区 5．6 9 5．2 7 1．0 5 3 8．8 土 製 円盤

No．5 5 2 8 g － 8 区 4．1 4 3・7 β 1．2 0 2 4．0 土 製 円盤

図 1 2 9 j － 1 1 区 5．0 6 （3．9 6） 1．1 5 2 3．6 有孔 円盤 、 半欠

図 1 3 0 i － 9 区 5．4 8 5．3 5 1．軍0 3 8．2 有孔 円盤



表9　石鉄計測表（α、ダ） I一平基　a一基部の両端を加工
Ⅱ一凹基　b－加工なし

番号 出土地区 型　 式 全 長 幅 厚 さ

決　　 り 先　 端

角　 度

重　 さ 石　 材　　 破損状態 備　　 考

国

番

号幅 深　 さ

1 a －　 4 A a －Ⅱ 1．9 7 1．4 0．2 4 － － 6 1 0 ．8

2 a －　 6 C －Ⅱ （2．1）
－ 0．4 － －

4 1．5 0．8 砂 岩 脚部欠損

3 a －　 9 C －Ⅱ （2．8）
－

0．3 － － 4 4 0．6 チ ャー ト 脚部欠損

4 b －　 3 A a － I （1．9） 1．7 0．4 1．3 0．4 3 5．5 1．1 チ ャー ト 先端部欠損

5 b －　 6 A a － I 1．9 1．6 0．3 1．4 0．3 5 0． 1．0 4

6 b －　 8 A b － I （1．9） 1．3 0．2 5 甲 0．2 5 4 2．5 0．6 脚 部欠損

7 b －　 9 C － I 1．9 1．1 0．3 0．8 0．2 5 4 3 0．7 1 0

8 b －　 9 A a － I 2．8 1．5 5 0．3 5 1．3 0．6 5 4 1．1 チ ャー ト 7

9 ・b －　 9 A a － I （1．6） 1．6 0．4 5
－ －

6 2 1．0
l
チ ャー ト 脚部欠損

1 0 C －　 4 －
（1．8） 1．4 0．3 5 － － －

l
0．6 砂岩

先端部 ・
脚部欠損

1 1 C －　 5 C －Ⅱ （2．0） 1．0 0．3 －
l
5 4 0．6 lチ ャー ト 脚部欠損

1 2 C －　 6 －
（1．7） 1．2 0．4 1．0 0．3 4 4 0．3

1 3 C －　 8 A a － I 2．9 1．8 0．5 1．1 0．3 4 8 2．6 砂岩 2 0

1 4 C －　 8 A a － Ⅲ 2．1 5 1．2 0．4 0．9 0．4 4 0．5 0．8 黒曜石

l
14

1 5 C －　 8 A a － I 3．1 1．5 0．4 1．3 0．7 2 7．0 1．0 チ ャー ト 8

1 6 d －　 3 A a （2．0） 1．4 0．2 5 － － 3 9．5 0．7 砂岩 先端部残存

1 7 d －　 7 A a － I （2．1） 1．3 0．3 5 － － 3 6．5 0．7 脚 部欠損

1 8 e －　 5 A b － I 1．9 5 1．6 0．3 1．1 0．3 5 5 4 0．7 黒曜石 5

1 9 e －　 9 A a － I 3．0 1．8 0．4 5 1．5 0．6 3 6．0 1．3 9

2 0 f －　 8 －
（1．8） 1．5 0．4 5 － － 8 2．5 1．3 先端部残存 1 9

2 1 g －　 3 B b －Ⅱ 2．2 1．5 0．3 1．3 0．2 5 5 8 0．8 チ ャー ト 3

2 2 g －　 3 －
（1．1） 1．0 0．3 － － 5 4 0．2 チ ャー ト 先端部残存

2 3 g －　 7 A b － I 2．0 1．3 0．2 5 0．9 0．3 4 1．5 0．6 5 砂 岩 6

2 4 g －　 8 － 1．7 1．3 0．3 0．7 0．3 8 4．5 0．6 チ ャー ト 1 1

2 5 g －　 8 C － I （2．0） 1．2 5 0．3 － － 5 3．5 0．7 脚 部欠損 18

2 6 g －　 8 C － I （2．2） 1．2 0．・3 － － 7 8 0．8 砂岩 脚部欠損 ・ 15

2　7 g －　 8 B a － I （2．3）
－

0．3 5
－ －

6 6 0．9 砂岩 脚部欠損 12

2 8 g －　 8 A b －Ⅱ 1．8 1．4 0．3
－ － 4 2 0．5 5 黒曜 石 1

2 9 g －　 9 A a － I 2．1 1．6 0．3 1．3 0．5 4 4．5 0．9 2

3 0 g － 10 C － I 2．8 1．4 0．3 0．9 0．5 6 4 0．8 ． 砂岩 13

3 1 h － 10 A a － I 2．8 1．6 0．4 0．9 0．3 5 4 6 1．9 砂岩

3 2 i －　 7 B a － I 1．8 1‾．2 5 0．35 0．6 0．3 6 1．5 0．5 砂岩 16

3 3 i －　 8 －
（1．9） 1．6 0．5 － － － 1．2

先端部
脚部欠担

3 4 i －　 8 B a －I 1．3 1．2 0．3 5 0．6 0．1 5 6 9 0．3 チ ャー ト
l

1 7

3 5 J －　 4 A a － I 1．7 1．2 0．3 0．7 0．2 4 8 0．5 砂 岩

ー49－



表10　小型剥片石器計測表（飾、ダ）

番 号 出土地区 石　 材 長 軸 短 軸 厚 さ 重 さ 備　　 考 図
No．

1 争－　 7 頁 岩 2．2 1．9 ．0．6 9 2．9 石錐 2 8

2 d － 11 3．9 9 2．0 5 0．7 4．9 石錐

3 f －　 6 チ ャー ト 2．1 1 1．0 6 0．4 3 ．1．1 スクしイ／もー 2 9

4 f －　 7 黒 曜石 1．8 1 1．3 4 0．8 2 1．7
ラウンドスクレイ

／、－

5 f －　 7 チ ャー ト 3 ．8 3 2．2 0．8 7 6．2 石匙 2 1

6 f －　 8 チ ャー ト 3．2 1 2．1 3 0．8 1 5．1 5 スクレイパー

7 g －　 6 黒曜石 （1．3 4） 1．4 0．3 2 0．8 スクレイ／もー 30

8 g －　 6 砂岩 （3．9 5） 1．5 5 1．1 6 （4．の 石 錘 24

9 ・ g －　 6 チ ャー ト 2．4 8 1．7 0．7 2 2．6
ラウンドスクレイ

l ／、－‾・

1 0 g －　 6 黒曜石 1．4 4 0 ．4 8 0．2 1 0．3 一異形 石 器 3 1

1 1 g －　 7 黒曜石 4．1 6 2．2 7 0．7 5．0 石匙 ？

1 2 g －　 8 チ ャー ト 3．0 2 2．6 1．1 7．7

1 3 g －＿8 チ ャー ト 4．8 3．7 5 1．6 5 3 8．2 スクレイノし－

1 4 g －　 8 チ ャー ト 2．1 3 1．7 2 0．5 5 1．6 石匙 2 2

1 5 g －　 8 1．7 2 1．4 6 0．4 7 1．3 スクレイ／もー

1 6 g －　 8 黒 曜石 2．0 1 1．5 6 0．6 8 1．0 5

1 7 g －　 8 チ ャー ト （3．か 1．6 8 0．8 9 6．3 スクレイ／もー

1 8 g －　 8 チ ャー ト 4 ．6 7 2．7 2 1．1 3 1 6．7

1 9 g － 11 4 ．9 6 1．1 6 0．5 5 1．7 石錐 2 5

2 0 h －　 6 チ ャー ト 也．2 6） 1．1 7 0．9 3 8．1 麿製 3 2

2 1 i －　 4 チ ャー ト 3．0 2．5 7 0．8 4 6．6 スクレイパー

2 2 i －　 8 ． チ ャー ト 2．9 7 2．0 5 0 ．9 4．1
ラウソトスクレイ

ノヽ－
2 3

2 3 j －　 8 砂岩 3．8 7 2．0 0．6 3 3．5 石錐 2 6

2 4 j －　 9 砂岩 3．0 5 2．2 7 0．6 7 3 ．6 石錐 2 7

表11石斧計測表（仰、ダ）

番 号 出土 地区 長 軸 短軸 厚 さ 重 さ 備　　　　 考
図
No．

1 a －　 3 － － － －
打製

2 e －　 5 － － － －
蓉製　 柄 ．4 0

3 e －　 6 －
1 0．2 3 1．3 8

－
打製 3 6

4 e －　 9 － － － －
打製

5 f －　 4 7．7 2 2．5 1 1．7 5 6 0 麿製、 石 ノ ミ状 3 8

6 f －　 4 － － － －
打製

7 f －　 7 7．7 4 4．2 3 1．5 6 6 5 3 9

8 f －　 7 － － － －
打製

9 f －　 7 － 2．9 2 1．1 3 －
密製、 小型

．1 0 f －　 7 － － － －
打製

1 1 f －　 8 7．7 5．5 7 1．4 5 8 0 打製

12 f －　 8 1 2．0 7 5．9 3 1．7 5 （1 8 0） 局 部磨製 ？・ 3 7

13 g －　 6 － － － －
局 部酵 臥 刃 部

14 g －　 6 － － － －
局 部磨製 、 刃部

1 5 g －　 7 － － － －
打 製

1 6 g －　 8 1 0 ．1 3 4．2 2．5 5 1 5 5 局部 摩製 3 5

1 7 g －　 9 － 5．8 3．1 2 （2 7 0） 摩製

1 8 g － 10 － － － －
打 製

1 9 h －　 4 － － 1．3 8
題

打 製

2 0 h － 11 － － －
1 醇製、 柄

2 1 i －　 7 － 4．5 1 － －
蓉製

2 2 i －　 9 － －
2．7 8 －

蓉製、 柄 4 1

2 3 i － 11 － 5．1 5 1．9 3 －
打製

2 4 k －　 9 － 5．3 9 1．0 2 －
打製

－50－

表12　石庖丁様石器計測表（仰、ダ）

番号 出土 地 区 長軸 短軸 厚さ 重さ 備　 考 図
No．

1 g －　6 － － － － 擦痕有 4 4

2 j － 9 9．4 5 5．5 6 1．0 8 1 0 5 擦痕有 4 3

3 k － 9 1 2．3 9 7．5 2 1．0 7 1 6 0 擦痕有 4 2

表13　疎器，大型剥片石器（仰、ダ）監禁霊猥臓

番 号 出土 地 区 型 式 長 軸 寧 軸 厚 さ 重 さ 備　 考 ．
図

N o．

1 a － 8 B
7 ．5 9 1

5 ．8 2 ．0 5 9 5 砂 岩

2 a － 8 6 ．4 3 6 ．0 6 2 ．3 4 1 2 5 4 6

3 b － 4 A 5 ．5 3 ．2 0 ．7 5 1 0 ナ イ フ 状

4 b － 5 B 9 ．0 6 5 ．7 9 0 ．9 9 6 5

5 b － 9 9 ．3 6 5 ．8 2 ．3 1 0 0 砂 岩

6 C － 6 A 9 ．4 4 6 ．5 9 3 ．1 6 1 9 0 砂 岩

7 C － 8 8 ．1 7 7 ．5 4 3 ．5 2 3 0 5 礫 器

8 d － 5 A 6 ．1 8 5 「4 5 0 ．9 7 チ5

9 d － 9 7 ．5 4 4 ．5 3 2 ．2 7 5 砂 岩

1 0 e － 6 5 ．8 9 5 ．9 1 ．1 4 5

1 1 e － 8 A 7 ．2 8 4 ．7 3 1 ．8 3 6 0 砂 岩

1 2 e － 9 A 8 ．7 4 ．5 5 1 ．4 3 6 0

1 3 f 二 6 A 9 ．2 0 6 ．6 7 1 ．9 5 9 5 砂 岩 4 7

1 4 f － 7 ．9 ．6 3 8 ．7 4 1 ．0 6 1 1 5 砂 岩 4 5

1 5 f － 8 A 1 3 ．1 8 7 ．3 9 2 ．3．7 3 1 0 砂 岩 4 8

1 6 f 一一 8 B 1 0 ．0 4 7 ．0 6 1 ．8 1 1 1 5 砂 岩

1 7 f J O 8 ．9 4 3 ．8 1 ．4 2 8 0 ナ イ フ ？

1 8 g － 8 6 ．9 8 4 ．4 6 1 ．6 6 8 0 礫 器

1 9 g － 8 B 5 ．2 7 2 ．9 4 0 ．8 1 0 頁 岩

2 0 g － 9 B 9 ．9 6 7 ．2 1 2 ．2 8 2 1 5 砂 岩

2 1 g －1 0 A 1 4 ．4 8 5 ．2 6 2 ．6 2 1 9 5 砂 岩

2 2 h J O A 9 ．0 8 4 ．6 1．9 8 5 砂 岩

2 3 i － 9 A 5 ．5 4 3 ．4 2 0 ．8 7 1 5 尖 頭 器 状

2 4 i J l 5 ．6 5 3 ．9 0 ．9 9 2 5

2 5 i J l A 5 ．2 2 5 ．1 7 1 ．2 7 2 5

2 6 j － 9 A 7 ．8 2 6 ．8 7 1 ．5 3 9 5 砂 岩

2 7 k － 8 5 ．7 4 4 ．7 4 2 ．3 6 8 0

2 8 1 － 4 － － 1．0 5 －
砂 岩



表14　　石錘計測表（の、グ）

茜号 出土地区 型式 長軸 短軸 厚さ 重さ 備　　 考

1 a －3 B 77 7 6．50 2．50 195

2 a －4 B 7I）3 65 2 1．57 120

3 a －5 B 6．37 5．08 2．27 100

4 a －6 A （44 7）（35 9） 13 4 20

5 a －7 A 37 1 33 1 13 0 25

6 a －7 A （44 0）（42 0） 13 6
1

（30）欠損

7 a －7 B 6．75 34 3 1．75 65 l

8 a － 8 B 6．13 7．23 3月1 240

9 a － 8 B 8．b9 58 2 18 2 110

10 守一 9 C 45 9 42 8 23 0 60

11 b － 3 B 82 3 7月9 2．35 225

12 b － 3 A 4．51 1 3の 18 1 30

13 b －4 B 8．38 I 7．07 24 7 （240）欠損

14 b －4 由 7月6 7．18 336 270

15 b －6 B 72 4 65 1 2．37 160

16 b － 7 B 7．07 627 2．72 185

17 b －8 B 6．87 49 2 22 7 I 95 鮮 常 盟 ち

18 b －8 C 8．85 6．77 3．34 l 295

19 b －8 A 6．73 3．53 11 8 70

20 b －8 C 75 7 6月7 35 9 230

2 1 b．－9 B 4．70
I’
44 0 1月2 55

22 b － 1 1 A 57 0 4．10 1．29 35

23 C －4 B 8．13 6．76 22 2 200

24 C －4 B （24 3） 2．14 0月3 （10）欠損

25 C －4 B （6．32） 7．53 11 4 （130）欠損

26 C －5 A （4．35） 34 5 0．94 －（15）欠損

27 C －5 C （7．10）（4．34）l（23 9）（105）欠損

28 C －5 B 71 5 （71 3）3．05 300 凹石へ転用

29 C －5 （A ）l（68 5）（4．50）（2．89）（90）欠損

30 C －6 A 4．24 32 3 1朗 l 30

3 1 C －7 C （6．10）（5．23）（1．30）（55）欠損

32 C －7 C　 －774 7J30 34 3 275

33 C －7 C l（7．01）（4．30）（1月0）（55）欠損

34 C －8 B 8ユ4 7．46 246 260

35 C－‘8 B （72 0）（7上）3）25 0 （140）欠損

36 C－ 1 0 B 6．11 519 24 3 130

37 C－ 1 0 B 8．96 7．43 18 5 205

38 d － 3 B 71 2 7ユ0 25 9 260

3 9 d － 3 B 8．90 659 2．75 225

40 d － 4 B 7．42 682 2．96 220

41 d －4 B 7．07 5．73 28 5 155

4 2 d －5 B （5．96）8．07 28 7 （200）欠損

43 d －5 B 8⊥）6 7．55 3．15 （290）欠損

44 d － 6 A 65 5 （4．19）（150）（55）

45 d － 6 B （75 9）（4．14） 3．30 （145）欠損

4 6 d －6 B 8．37 67 3 2．75
l
（230）欠損

4 7 d － 7 B 9．70 752 2．9 1 320

48 d － 7 B 676 6．00 2．26 125

番号 出土地区 型式 長軸 短軸 厚さ 重さ 備　　 考

4 9 d －7 B 9．00 7．70 1 3．62 335

5 0 d －7 B 73 9 6ユ1 2．05 ．130

51 d’－8 B 7∫）9 6．49 22 9 155

52 d －9 B 597 ＝うβ7 1」う0 65

53 d － 9 A 345 28 1 15 7 25

54 d －9 A 6．17 5．23 2．13 95

55 d 一一9 A 4．68 34 6 17 3 45

56 d －9 A 426 3．80 171 40

5 7 d － 9 A 1 55 8 3．83 1．31 40

58 d － 1 0 B 6．71 6．00 3ユ9 1 190

59 e－ 4 B i 7ユ8 620 3ユ5 155

6 0 e 二 5 B （5．10） 8．04 220 （180）欠損

6 1 e － 5 C 6．11 5．61 3．00 130

6 2 e － 6 B 58 9 5．55 2A 5 109

63 e － 6 B 615 5．76 （24 8） 140 欠損

64 e － 7 B 6．38 63 1 2．40 115

65 e － 7 B 740 6．21） 2．97 （185）欠損

66 e － 7 A 5．70 439 2．62 90

67 e － 7 （C） （73 7）5．69）（13 5）（65）欠損

68 e －8 B （4．46）8．11 18 8 （100）欠損

69 e －9 A 693 42 4° 2J〕7 85

70 e －9 B 82 3 9．29 2．41 320

71 e －9 A 42 5 3．14 3．13 4 5

72 e － 1 0 B 8．50 73 4 2．99 265

73 f －3 B 84 3 15．96 18 0 140

74 f －3 A 6．46 3上）0 1ユ0 30 5 5

75 f －4 B 9．38 75 0 3．44 350 75

76 f －4 B 7．32 6．96 3月4 2 50 凹石転用

7 7 f －4 B 7月2 43 3 1．95 100

78 f －4 B 7．73 5．08 2．16 （130）欠損　 66

79 f －4 B 7．75 65 5 4．03 270

80 f －4 B 82 7 7．00 1．81 160

81 f －5 A 4．53 3．30 1．58 40

82 f －5 （C ） （53 0） 7．30）（1．75）（100）欠損

83 f －6 B 34 5 2．84 1ユ1 20 58

84 f－ 6 C 875 71 8 3．27 300

8 5 f－ 6 B 6．32 6．19 2．79 180 70

86 f－ 6 B 91 3 6．79 2．3 7 265 7 6

87 f－ 7 A 5月2 4．68 15 7 65 5 1

88 f－ 7 A 6．51 5f）0 1．77 100

8 9 f－ 7 B （53 4）5．58 2．16 （120）欠損

9 0 f－ 7 B （46 6）5月5 2．20 （80）欠損

91 f－ 7 B 6．16 55 1 1ム9 80 7 2

92 f－ 7 A 2 5．40 4．14 2．12 70 56

93 f－ 7 A 5．70 445 2．15 60

94 f－ 8 B 7．54 7．85 290 300 凹石転用78

95 f－ 8 B 6．85 55 0 113 120

96 f－ 8 B 4．83 3．94 1．57 35 片方だけ打ち
欠いている

－51－



番号 出土地区 型式 長軸 短軸 厚 さ 重 さ 備　 考

97 f － 8 A 49 2 29 5 ．1月1 3 9

9 8 f － 8 C 64 0 45 8 18 2 80 6 4

9 9 f － 8・ B 51 3 3．7 1 0月8 ・．30 6 0

1 0 0 f － 8 B 8月1 83 8 2fi0 5 00 7 7

1 0 1 f － 8 A 68 2 4 2 4 2ユ4 9 5 5 2

1 0 2 f － 8 B 49 1 72 4 28 6 18 0

1 0 3 f － 9 B 4．67 33 8 0．65 2 5 5 9

1 0 4 f － 9 B （6月0） 68 1 3．32 （20 5）欠損

10 5 f － 9 C 7．00 69 6 3．21 2 15

1 0 6 f － 1 0 B 4ユ6 48 5 19 1 60 6 2　‾

10 7 g － 3 ・ B （5．10） 62 8 27 8 （14 0 ）欠損

10 8 g － 3 C 65 0 44 0 2．18 8 0 65

10 9 g － 4 B （4．61） 5．28 1．18 （45）欠損

110 g － 4 B 5．93 5上）7 19 1 8 5 6 7

1 1 1 g － 5 B （94 0 ）（5．54）（1．9 3）（15 5）欠損

11 2 g － 5 B 7．22 5．97 2．21 16 0

1 1 3 g － 6 A 41 8 3月9 14 0 39

1 1 4 g － 6 B 6．05 5．96 1．82 12 5

・11 5 g － 6 A 5ユ5 4．15 2．46 7 0

1 1 6 g － 7 C 8A 7 8．07 28 9 13 5

1 1 7 g － 7 B 7ユ5 64 5 1．98 1 3 5 6 9

1 1 8 g － 7 B 64 7 5．95 14 9 10 0 6 8

1 1 9 g － 7 B （33 3） 6．93 0月4 （ 20） 欠損

120 g － 7 B 5月0 41 9 1．25 7 0

1 2 1 g － 7 B 6．79 6．61 1月7 13 0

1 2 2 g － 7 B 7．97 69 1 3．07 2 4 5

1 2 3 g － 7 C （38 0）（83 0）（24 3 ）（ 75） 欠損

124 g － 7 B 6A 3 6．97 2．74 1 60 6 3

1 2 5 g －　7 （A ） 4．76 （5．72）（2．70）（ 70） 欠損

126 g － 8 B 7」う3 5．74 1．06 90 7 3

1 2 7 g － 8 B 4．98 53 6 1．65 8 0 7 4

1 2 8 g － 8 B 5ユ2 4．9 1 2上）1 6 0

1 2 9 g － 8 A 4．00 3A l 13 5 30 5 3

r1 3 0 g － 8 B 33 4 3上）2 1月2 2 0 5 7

1 3 1 g － 8 B 6．26 61 0 13 3 8 0

1 3 2 g －8 B 8．77 6月9 3上）4 27 5

1 3 3 g － 8 B 8．82 7．43 3．82 35 0

1 3 4 g － 9 B 5 5 8 6．24 2月2 （12 0 ） 6 1

1 3 5 g － 9 （C ） （63 4 ）（3上）3）（01 8）（ 25）欠損

136 g － 1 0 （B ） （9．33 ）（6．95）（2A 8 ）（205 ）欠損

13 7 g － 1 0 A 52 3 2．30 0．95 2 0 5 4

1 3 8 g － 1 0 B 82 3 5．07 1．74 1 25 7 1

1 3 9 g － 1 0 A 4ユ6 3．47 21〕0 ．39

1 4 0 g － 1 0 B 8．47 （6．78） 34 0 （28 0）欠損

14 1 g － 1 1 B （3．26） 5」う7 22 2 （ 60）欠損

14 2 g － 1 1 B 68 4 62 6 2．39 1 9 0

1 4 3 g － 1 1 B 65 8 5月9 23 0 1 2 0

番号 出土地 区 型式 長軸 短軸 厚 さ 重 さ 備　 考

144 g － 1 1 B 55 5 3月9 1i）8 3 0 鮮 常 盟 ち

14 5 h － 6 （C ） （7．15）（6I）1）（2．53）（13 0）欠損

14 6 h － 7 B 92 4 6．65 27 0 18 0

1 4 7 h － 8 B 6．62 6．03 ．1．70 10 5

1 4 8 h － 8 A 4．07 3ユ3 1．75 3 5

1 4 9 h － 8 B 6．22 4．99 2．79 1 20

1 5 0 h － 8 B 7．88 6月7 32 4 2 5 0

1 5 1 h － 8 （B ） （6．68 ）（4．16 ）（3上）9 ）（11 5）欠損

15 2 h － 9 C 6．55 6．17 1．8 3 12 5

1 5 3 h － 9 C 68 3 6．09 38 7 18 5

1 5 4 h － 9 （C ） （5．60）（4．95）（1∫）8 ）（45 ）欠損

155 h － 9 C 6上）4 6．00 2．52 12 0

1 5 6 h － 9 （B ） （7．05）（6．54 ） 1．30 （ 80 ）欠損

157 h － 9 A 7．11 3．70 1．83 75

1 5 8 h － 9 C 1 0．17 鋸）7 3．58 5 10

1 5 9 h － 9 B 6ユ4 6．10 25 9 1 30

1 6 0 h － 1 0 B 7．02 61）2 2．63 1 7 5

1 6 1 h － 1 1 A 7．40 5．88 1．36 9 5

1 6 2 h － 1 1 B 7．41 63 4 1．97 1 3 0

16 3 h － 1 1 B 7．55 6．95 2．64 2 20 好 球 盟 ち

164 h － 1 1 B 7．53 6．36 2．34 1 7 5

1 6 5 i － 6 B 6．91 5．18 2．64 1 3 5

1 6 6 i － 6 B 7．96 7．35 3．42 2 7 0

1 6 7 i＿－ 7 B 8．68 8．21 2．18 24 5

1 6 8 i － 8 B 7．23 5．86 1ノ13 9 0

1 6 9 i － 9 ‘ B 7．85 62 5 2．56 1 9 5

1 7 0 i － 9 B 7．90 6．61 2．86 1 9 5

1 7 1 i － 9 C 8月6 （8．74） 26 5 （29 5）欠損

1 7 2 i － 1 0 C 6．90 6．72 1．93 1 2 0

1 7 3 i － 1 1 C 6．67 6．53 25 6 1 6 5

1 7 4 i － 1 1 B 3．64 33 3 1上）0 1 5

1 7 5 i － 1 1 B 78 4 7．49 3．18 2 3 5

1 7 6 i － 1 1 （C ） （6．94 ）（6．20）（3ユ2 ）（16 5）欠損

17 7 j － 4 B 5ユ3 4．70 1．74 65

1 7 8 j － 8 B 69 4 6．92 3 5 9 2 25

1 7 9 主－9 B 7．99 7．00 2．40 2 10

1 8 0 j － 9 B 7．80 6．69 1．69 1 30

1 8 1 j － 9 C 78 7 7．06 21 2 2 1 5

1 8 2 J － 1 0 （C ） 6．72 5．99 2．76 1 7 0
片方だけ打ち
欠いている

18 3 」－ 1 0 A 7．49 4．81 1．29 8 0 8 3

18 4 J － 1 0 （B ．） （9．90）（3．83）（2．24．）（130）欠損

18 5 」－ 1 0 B 39 9 3．52 0．96 2 5

1 8 6 」－ 1 0 B 9．05 7．90 24 3 2 1 5

18 7 J － 1 1 A 4A 7 2．71 1．47 1 4

18 8 k － 9 B 7A O 6月0 1月8 1 2 5

1 8 9 1 － 9 B 6．79 6ユ1 22 6 13 0

1 9 0 1 － 1 0 C 9月2 97 9 4．11 5 2 0

－52－



表15　敲　　石

番号 出土地区 雪 譜 雪譜 恕 雫 p デ 備　　　　 考 図
No．

1 a －　7 1 1．7 9 9．8 4．8 8

l

8 3 0
砂岩 餌 以外を

2 a．－　9 1 63 8．9 1 6．7 14 8 0 磨石

3 b －　3 10．9 4 8．4 9 3．7 5 4 9 5 砂岩

4 b －　4 7．9 4 7．2 6 45 8 i

】
33 5 砂岩　 凹石

5 b －　6 75 3 5月6 4．12 30 0 磨石

6 C　－　9 （1 2ユ6） （8月9）．（5月6） 8 8 0 砂岩　 磨石

7 C　－ 10 9．1 5 6．7 4．6 52 0 磨石

8 d － 6 95 3 6A 4 4．2 9 46 0 砂岩　 磨石 7 9

9 d － 6 8．3 3 7．1 1 3．0 4 29 0 砂岩

1 0 d　－　7 1 1．3 8．4 6 4．8 4 62 5 砂岩　　　　 l

1 1 e　－　5 （7．2 8） （55 4） （2．7 7） （20 5） 砂岩

1 2 e　－　6 ．1 1．2 4 8．2 5 4．5 66 5 砂岩 怨 監 禁 漂 い 78
l

1 3 e　－　8 （7．2 8） （7．2 3） （4．2 7） （35 0）
諒 解 以外 も

1 4 e　－　8 9．6 6 8．6 2 2．0 9 24 0 砂岩 I

1 5 e　－　9 （1 15 ） （5．9 9） （5．8 8） （50 0）
槻 理酢 外 も

1 6 e　－ 10 （9．3 7） （6．14） （5．1） （45 0） 磨石

1 7 f － 6 （9．13） （7J）4） （62 4 ） （5 15）
砂岩 餌 以外も

1 8 f － 6
（1 3．8う （9．3 4 ） （7．98 ）（13 25） 砂岩 餌 以外も

1 9 f － 8 （7A 9） （6．4 3） 4．6 （3 35） 砂岩　 磨石

2 0 f －　8 （9．6 1） （4．6 1） （4．1） （3 15） 磨石

2 1 f －　8 13．0 7 62 9 3．8 2 4 90 砂岩　 凹石

2 2 f －　 8 9．24 7．2 55 5 5 05 砂岩　 磨石

2 3 f － 8 8．9 2 7．3 9 63 3 5 80 砂岩　 磨石

2 4 f － 8 6．74 5月2 4．5 2 75

2 5 g － 3 6．7 5月3 1．9 9 12 5 砂岩　 凹石

2 6 g －　 7 8．34 7．9 3 3．5 3 6 3 5 砂岩

2 7 g － 8 7．2 6．7 3 3．1 5 2 0 0 砂岩　 凹石

2 8 g － 8 8．8 7．4 8 7．4 7 6 8 5

2 9 g － 9 （10．1 2） （7．2 1） （54 9） （5 40） 砂岩 僧 以外も

3 0 g － 9 （12．0 4 ） （6．3 3） （6．1 4） （6 3 5）
据 理酢 外も

3 1 h －　8 8．1 6 6．6 8 5．1 7 3 8 5 砂岩　 磨石

3 2 i － 8 6．9 6 6A 7 1月6 12 5 砂岩　 凹石

3 3 i － 1 1 8．1 8 75 9 3．9 7 2 8 5 砂岩 8 0

3 4 i － 11 8．0 3 7．2 5ユ8 4 0 0 砂岩　 凹石

3 5 k －　5 83 8．1 2．1 2 2 2 0 砂岩　 凹石 8 2

ー53－

表16　磨　石（仇、グ）

番号 出土地区 石材 長軸 短軸
I
厚さ 重さ 備　 考 図No．

1 a － 7 砂岩 （8．74） 8．15 5．00 （5 10）

2 b － 6 砂岩 （7．9 2）9．4 2 4．54 4 70 敲石

3 d －6 砂岩 13．72 0．6 4 也．6 6）㊥50）

4 f －8 砂岩 （11凋 （6．95）（6．15）（6 8〔）

5 f －8 砂岩 14．00 9．52 4．6 7 8 65 88

6 f －8 砂岩 （8．56）（8．の‾也．18）315 敵石

7 g － 7 砂岩 16．5 6．2 4．4 4 605 敵石

8 g －8 砂岩 14．30 9．60 5．46 05 0 89

9 h －8 砂岩 （8．7 1）（107 か 4．7 （62 0）

1 0 i － 7 砂岩 8．7 7 7．06 3．95 34 0 石錘

1 1 i － 9 砂岩 （9．1） 8．3 3 （5．2 1）（54 5）

1 2 k － 9 砂岩 11．8 5 8．7 9 6．57 89 5

表17　凹　石（仰、ダ）

番号 出土地区 石材 長軸 短軸 厚さ 重さ 備　 考 紀

1 a － 6 砂岩 7．64 7．0 8 3．9 3 2 85 敲石

2 a － 8 砂岩 （13・44 （6．5 6）（5．2 2 （6 95）両面使用

3 b － 4 砂岩 5．28 4．4 7 2．6 7 95 両面使用

4 f －7 砂岩 （6．84 8．06 3．2 2 （2 75）両面使用敲石

5 g －4 砂岩 12．39 10．27 3．9 4 8 55 両面使用 84

6 g －7 砂岩 10．7 8．3 4．0 2 5 25 両面使用 －

7 g －8 砂岩 15．44 12．23 5．0 8 13 85 87

8 g －8 砂岩 （8．58）佃．03） 4．12 39 5 若干凹む

9 g －8 砂岩 7．28 4．73 2．51 13 0
両面使用
石錘

10 h －4 砂岩 8．74 8．16 5．55 59 5 両面使用

1 1 h －5 砂岩 10．16 8．5 5．08 64 5 両面使用敲石 85

1 2 h － 6 砂岩 1 1．02 9．85 5．58 77 0 両面使用

1 3 h －8 砂岩 6．74 5．64 2．43 12 0

1 4 i － 5 砂岩 1 3．02 2．16 4．00 110 0 両面使用

1 5 i － 5 砂岩 26．1 7．0 6．6 4 22 0 両面使用 86

表18　石　皿（用、ダ）

番号 出土地区 長 軸 短 軸 厚 さ 重 さ 備　　 考

1 b － 6 2 7．3 （1 0．の 7．6 （477（》

2 b － 7 （1 8．6） 2 0．4 8．8 （580（》

3 e － 5 （2 3．の （1 4．6） 4．2 5 （223（》

4 e － 9 （1 7．9） （1 0．の 8．8 （372（》

5 f － 3 （2 0．か （1 4．の
10．13 匂60〔わ

1

6 f － 7 （2 8．の （1 5．5） 5 ．8 （395（》
l

7 f － 7 （2 1．9 （1 8 ．の 1 0．2 5 （750 〔D

8 g ・－ 4 （3 3．の （2 0 ．の 7．6 （750 〔D

9 h － 5 3 3．3 1 6．7 1 2．0 （1300 の

1 0 h ・i－8 （3 1．の

i

（1 4．9 7．5 （72 15） 9 1

1 1 h ．－ 8 （1 7．3） （1 6．か 1 1．6 5 （430 （》

1 2 i － 8 （1 5面 ‾

l

（1 0．の 8．7 （236 （》

1 3 j 一一10 2 5 （1 7．6） 4．6 （372 （》 9 0
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石幼、石匙、石錐他
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石斧、石庖丁様石器、剥片石器、軽石
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